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吉岡

久島授の中で
思う茅

正j可黒野村町

始め
ま
し
て 、
私は
大
野ケ
原を
愛

し 、
何に
で
も
興
味を
持つ、
酪
農
家

で
す。先づ

は、
地
域の
紹
介を
し
ま
す。

大
野ケ
原
は、
愛
媛、
高知
の
県
境 、

海
抜
千m
の
四
国カ
ルス
ト

の
雄
大
な

自
然に
包
ま
れ
た
地
域で
す。
主な
産

業
は、
酪
農 、
そ
菜 、
観
光か
ら
成り

立っ
てい
ま
す。
最
近 、
「地

域 。つ
く
り・:」
と
言
う
言
葉

を
よ
く
耳にし
ま
す
が 、
実際

に
行なっ
て
来た
大
野ケ
原の

経
過を
述べ
ま
す。

〈経過〉
今
は、
素晴
らし
い
景
観を

し
てい
ま
す
が 、
当
初は、
原

生
林と
熊
笹にお
お
わ
れ
た、

秘
境の
原
野で
し
た。
そ
の
未

聞
の
原
野民 、
昭
和二
十五
年、
二
十

才
代の
若
者達が 、
新
天地を
求めて 、

理
想
郷を
胸に、
各地
か
ら
集
まっ
て

来ま
し
た。
無
の
状
態で
飛び
込ん
で

来た
訳で
す
か
ら、
我々
に
は
組
像も

出
来ない 、
自
然と
己と
の
すさ
まじ

い
戦い
が
あっ
た
よ
う
で
す。
私の
生

ま
れ
た
頃も
開
拓
苦
難の
時
代で、「
無

我
夢
中
で
働い
てい
る、
両親の
背
を

見
て
育っ
た1」
と
言っ
て
も、
過
言

で
は
あ
り
ません。

そ
ん
な
大
野ケ
原も、
先人
達
の
汗

と
努
力で、
僅か
四
十
年
余
り
で、
現

在の
村
作り
が
出
来ま
し
た。
あ
の
原

野
か
ら、
こ
の様
な新
し
い
集
落が
出

来
得
た
の
は、
何
故だ
ろ
う
か
?

個人

的に
考
え
ま

す
と 、

・
無
我
夢
中

の
生
命
力

.
地
域に
根

ざ
し
た
開

拓
魂

・
集
団
的
助

け
合い
と

忍
耐
力

・たえ
ず
夢

やそ
持ち
研
究
努
力

・
話し
合い
に
よ
る、
意
識
の
統一

そ
れ
ら
に
よっ
て
乙
の
地
域 ゃつ
く
り

が
出
来た
の
だと
思い
ま
す。

根
性 、
努
力 、
最
近
失わ
れ
た
古い

言
葉で
す
が 、
現
在で
こ
そ
何を
す
る

に
も、
大
切な
心
だと
思い
ま
す。
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〈現状〉
各家
庭
に、
後
継
者が
居る
事が 、

強み
で
す。
花
嫁
問
題も
除々
に
解
決

し
てお
り、
若
嫁さ
ん
達
もが
ん
ばっ

てお
り
ま
す。
し
か
し 、
百%
解
決
す

る
ま
で
は、
深
刻で
す。

さ
て 、
一
度
外へ
出た人
も、
必ず

後を
継ぐ
不
思
議な
魅
力と
は

。
所
得が
高く、
生
活が
安定し
て

い
る。

o
自
分の
経
営が
思い
通
り
に
やれ

る。
。

広大な
土
地
を
所
有し
てい
る。

。
同
世
代
の
仲
間がい
る。

。
大
自
然の
中
の
解
放
感 。

。
夏
忙し
く、
冬
ゆと
り
が
あ
る。

。
家
族全
員で、
共通
の
仕
事が
出

来る。

など
で
は、
ない
で
しょ
う
か?

特に、
家
族
共通
の
仕
事と
言う
の

は、
農業
で
あ
れ 、
ど
ん
な
職業で
あ

れ 、
自
分の
職
業を
子供に
手伝わせ 、

ま
た、
家
族で
理
解し
合う
事は、
今

の
時
代だ
か
ら乙
そ、
重
要な
の
で
は

ない
で
しょ
う
か
?
そう
す
れ
ば、

家庭内
の
会
話
も
出
来 、
職
業
的
軽視
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も
な
く
な
る。
そ
れ
よ
り
も、
親が
目

を
イ
キ
イ
キさ
せ
て、
取り
組ん
で
い

る
姿は、
生
涯 、
子供の
自に
焼き
つ

い
て
い
る
物で
す 。

モ
ウモ
ウ
塾や
町の
体験
塾の
子供

達
の
受入れ
実
習を
行い
まし
た
が 、

最
初は、
鼻を
つ
ま
ん
だ
り、

怖がっ

て
い
た
子供達が 、
動
物や
大
自
然に

接し 、
自が
輝き
出し
た
の
が 、
強
く

印
象に
残っ
て
お
り
ま
す。
たとえ、

二・
三
日
で
もい
い、
本
来の
自
然の

ま
ま
の
子
供
らし
さっ
て
い
いと
思い

ま
す。〈未来感〉

時
代で
しょ
うか。
大
野ケ
原も、

集団
的
活
動
か
ら、
個人
の
生
活を
大

切に
する
風
潮
も見
ら
れ
る
様に
な
り

まし
た
が 、
そ
れ
は
そ
れ
で、
や
り
や

す
い
面も
あ
り
ま
す。
し
か
し 、
困っ

た
時
は、
誰と
は
な
し
に、
リー
ダー

と
な
り、
地
場
全
体が一
致
団
結し
て

解
決し
て
行くの
は、
良い
意
味で
の

地
域の
有
り
方だと
思っ
て
い
ま
す 。

他の
地
域と
違
うの
は、
只
地
域応

住ん
で
い
る
んじ
ゃ
な
くて、
そ乙
に

住む一
人一
人
が 、
地
域を
作っ
て
い

る
!
と
言う
意
識で
しょ
うね 。

「
大
野ケ
原は、
四
国の
大
野ケ
原

だ
!」

そん
な
言
葉を、
よ
く
耳に
し

ま
す 。
たと
え
ば、
ブ
ナ
の
原生
林 、

我々
の
命の
水と
言う生
活
面だ
けで

な
く、
地
球
的
発
想で
守
られ
たと
言

う
事は、
ほ
ん
の一
部で
も
大
き
な
意

識が
あ
ると
思
い
ま
す。

今、
大
野ケ
原は、
様
々
な
事
陀
挑

戦し 、
試
行
錯
誤の
連
続で
す 。
まだ

まだ
や
り
方
次
第で、
可
能
性の
あ
る

土
地
で
す 。
最
終
的に、
自
分達
の
肯

定
的
な
取
組み
方によっ
て、
子
供
達

は残るか?地
域 ‘つくりが
出来る
かつ

だと
思い
ま
す 。

本
物の
地
域づ
く
り
を
し
て
来た、

大
野ケ
原の
将
来 、
そん
な
可
能
性の

あ
る
土
地
で
す
が 、
先人
達
の
夢を
引

き
継ぎ 、
そし
て、
乙
の
大
自
然を
次

の
時
代
の人
々
に
残
す
事を
前
提
に
し

て、
もっ
と
住み
や
す
く、
ま
た
自
然

を
失っ
た人
々
が
楽し
め
る
大
野ケ
原

で
あ
り
た
いと
思
い
ま
す。

最
後
に、
夏に
は
大
型
機
械が
か
け

ず
り
回
り、
冬
は
の
ん
び
りとコ
タ
ツ

で
読書 、
こ
ん
な
に
住み
や
す
い
所な

の
に、
知
名
度が
低い
の
に
は、
ガツ

カ
リし
て
い
ま
す 。
ま
だ
ま
だ
書
き
足

り
ませ
ん
が 、
ま
た
機
会が
あ
れ
ば、

情
報
発信し
た
いと
思っ
て
い
ま
す。

、

。
\ ー

\
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噛
佐
札
る
や
ら

け円て
会

。
や
ら
い
で
会
誕
生

『
佐
礼
谷』
何処
に
あ
る
の?
何て

読む
の
?
と
い
う
方に
まず
は
自己

紹
介か
ら・.. 

『
サレ
ダニ』
は
伊
予郡
中
山
町
の

東
北
部に
位
置
し 、
人
口
て
O九一

人、
三
O三
世
帯(
H
・三
・一
・一

現
在)
の
山
間地
の
小さ
な
地
区で
あ

り
ま
す。
ご
多
分に
漏れず
現
在
過
疎

化の
真
最
中
で
あ
り、
子
供
の
数は
減

少
の一
途
で、
平成三
年
度の
小
学
校

入
学は
僅
か
に
六
名の
予
定で
あ
り
ま

す。
さ
ぞや
山
奥の
地
域だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ません
が 、
松
山か

ら
約二
五回
で
車で
すと
四
O
分程で

ヰI

亀自
井

↑真

す
の
で、
若
者の
多
く
は
松
山や
伊
予

市へ
の
通
勤者で
あ
り
ま
す。

乙
の
地に
『
佐
礼
谷
や
らい
で
会』

が
発足し
た
の
は、
平
成元
年八
月で

あ
り
ま
す。
当
時青
年
団
は
解
散し
て

無
く、
ほ
ん
の一
部の人
以
外は
地
域

活
動
に
は
参加し
てい
ない
状
況で
あ

り
ま
し
た。
地
域 "つ
く
り
に
つい
て
若

者だ
けで
話し
合う
機
会が
あ
り、
一

晩じっ
くり
討
論致し
ま
し
た
が 、
結

論
も
出ず
後
日
引き続き
会
合を
持ち、

と
の
際
グル
ー

プ
を
作ろう
と
の
事で

乙
の
会が
発足し
た
次第で
あ
ります。

戦後
生
れ
の人
に
呼び
掛
け 、
男
性の

み
六
O
名でス
タ
ー
ト

致し
ま
し
た。

会
の
名
称
・

会
長
・

役
員
も
決
ま
り

『
佐
礼
谷や
らい
で
会』
は
船
出
し
ま

し
た。
と
紹
介 、が
遅れ
ま
し
た
が
私 、

会
員の
中
で一
番
暇
そ
う
で
あ
るとい

う
理
由だ
けで
事
務
局を
仰せ
つ
かっ

て
お
り
ま
す。

j義

。
や
ら
い
で
会
の
活
動

自
己
紹
介が
大
変
長
くな
り
まし
た

が 、
こ
れ
か
ら
本
題に
移り
ま
す。
折

角の
機
会で
す
の
で
我々
『
佐
礼
谷
や

らい
で
会』
が
独自に
行っ
てきた
事 、

乙
れ
か
ら
や
ろ
うと
し
てい
る
事を
述

べ
さ
せ
てい
た
だ
き
ま
す。

地
域 的つ
く
り
・活

性
化に
つい
て
今

の
ま
ま
で
は
だ
め
だと
は
解っ
てい
る

ので
す
が 、
具
体的に
実
践し
てい
く

段
階で
会と
し
て
の
方
向
性
・

取り
組

み
方
法が
な
か
な
か
決
ま
り
ませ
ん。

と
言う
の
も、
先
程
述べ
ま
し
た
が 、

会
員の内
八
O%
が
サ
ラ
リーマ
ン 、

残り
の一
O%ず
つ
が
専
業
農
家と
自

営
業で
あ
り、
共通
の
手段 、が
見
出せ

ない
の
で
あ
り
ま
す。
それ
に
加え
サ

ラ
リーマ
ン
の
内
六
割
以上が
他
町へ

の
通
勤で
時
間
的
に
も
制
約さ
れ 、
会

はで
き
た
が
今一
盛
り

上
り
に
欠
けて

お
り
ま
し
た。

そん
な
中、
『
失
敗し
て
もい
い
か

ら、
手
作り
の
イベ
ン
ト

を
やっ
て
み

よ
う1』
の
声が
上
り、
しぶ
しぶ
の

人
もお
h手品し
たが 、
初の
事幸市となっ

た
の
が
『
美
味し
ん
ぼ
フェ
ス
ティバ

ル』
で
あ
り
ま
す。
準
備
期
間
は
わず

、J

か
に一
ヶ
月
で
あり、
又内容
的には、

ど乙
か
の二
番
煎じ
の
部
分も
あ
り
ま

した
が 、
全
員が
燃え
てやっ
て
く
れ

た
事
・会の一

帯感が
で
き
た
事
・地

減の人
が
協
力し
て
くれ
た
事
等
多大

な
収
穫が
あ
り
まし
た。
昨年
の二
回

目
も一
歩
踏み
込ん
だ
内
容
で
大
成
功

で
し
た。
し
か
し 、
本
来の
イベ
ン
ト

の
目
的か
らは
まだ
程遠い
も
の
で
あ

り、
三
回目以
降多くの
課題を背負っ

た
も
のと
なっ
て
お
り
ま
す。
(乙
の

『
美
味し
んぼ
フェ
ス
ティ
バ
ル』
は

今年
も
九
月
中
旬に
行い
ま
す
の
で、

是
非ご
来
場
下さい)
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。
地
域
課
題
の
対
策
と
対
応

冒
頭
申し
ま
し
た
が 、
佐
礼
谷の
差

し
迫っ
た
問題
点に
子
供の
減
少が
あ

り
ま
す 。
乙
の
問
題が
解
決
す
れ
ば
活

性
化
はほ
ぼ
出
来た
よ
う
な
も
の
で
あ

り、
重
要な
困
難な
問
題で
す 。

短
期
的な
解
決
方
法に
は、
子
供
を

持つ
出
身
者を
呼び
戻
す
の
が
あ
り
ま

す 。
幸い
松
山へ
通
勤可
能で
す
の
で

松
山
周
辺
にアパ
ー
ト

暮し
を
し
てい

る
出
身
者に
帰っ
て
も
らう
方
法で
あ

り
ま
す 。

そ乙
で
まず
『や
らい
で
会』
で
取

り
組ん
だ
の
が 、
出
身
者
名
簿の
作
成

で
あ
り
ま
す 。
小
学
校の
卒業
名
簿を

基
に
取
り

掛
り、
今七
割方
完成し
て

お
り
ま
す 。
次
に
そ
の
名
簿を
基に、

昨
年
戦後生
れ
の
合同
同窓
会を
開
催

し
ま
し
た。
地
元
の
者と
出
身
者の
交

流の
中で
佐
礼
谷の
現
状を
理
解し 、

良さ
を
再認
識し
て
も
らい 、
U
タ
ー

ン
し
て
く
れ
れ
ばと
の
期待
を
持っ
て

お
り
ま
し
た
が 、
な
か
な
か
すぐ
に
は

成
果が
で
て
お
り
ません。
し
か
し 、

向窓
会の
中、
及びアン
ケートで色々

な
意見
が
聞
け
た
事
は
大
変
参考と
な

り
まし
た。
そ
の
中で
U
タ
ーン
し
た

く
な
い 、
で
き
ない
理
由を一
部と
紹

介し
ま
すと 、

-
き
た
ない
家に
は
住み
た
くない

.
親と
の
同
居はし
た
くない

・日
曜
日遊ん
でい
ると
罪
悪
感を
感

じ
る

-
峠を
越え
て
の
通
勤は
おっ
くう

.
遊ぶ
所が
ない

等々
が
で
て
お
り
ま
す 。
こ
の
よ
う
な

意見
を
基に、
若
者
向け
の
住宅団地

の
建
設を
行
政・
議
会
等に
働き
掛る

一
方で
入
居
希
望
者を
調
査
中で
あ
り

ま
す 。もう一

点の
悩み
は、
地
域の
特
産

品が
ない
事で
す 。
山
間地
で
平地
は

少
な
く、
専
業
農
家で
は
な
か
な
か
難

しい
環
境で
あ
り、
又
松
山へ
の
通
勤

圏で
あ
り
ま
す
の
で
安
易に
勤め
にで

て
行き
ま
す 。
し
か
し 、
狭い
な
が
ら

も
会
員の
ほ
と
ん
ど
は
田
畑を
持っ
て

お
り、

何
か
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せん。
勤め
の
か
た
わ
ら、
奥さ
ん
の

協
力
で
や
れ
る
範
囲の
も
の
を
現
在
模

索
中で
あ
り
ま
す 。
将
来乙
の
紙面で

と
紹
介で
き
れ
ばと
思っ
てお
りま
す 。

。
住
み
た
い
村
を
目
ざ
し
て

『
佐
礼
谷や
らい
で
会』
は、
結
成

し
て二
年
た
らず
で
あ
り、
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
らで
あ
り
ま
す 。
小さ
な
・力

の
ない
会で
は
あ
り
ま
すが 、
活動し

て
い
く
中
で一
人
で
も
多
く
の
方
が

『
佐
礼
谷』
に
住ん
で
み
よ
う
と
思え

る
所に
な
る
よ
う
頑
張っ
て
ま

い
り
ま
す 。

最後にな
わ手血し
たが 、
我々

会
員の
大
半は
他
町
村の
方と

の
交
流 、
意見
交
換
する
機
会

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ません。
交

流
会や、
御
指
導い
た
だ
ける

グル
ープ

等
と、ざ
い
まし
た
ら

よ
ろし
くお
願い
い
た
し
ま
す 。

\ 
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松山市銀天街

。
集
落
「
銀
天
街」

県

都

松

山

市

の

中

心

部
、

ア

ー

ケ

ー

ド

と

看

板

と

音

楽

と

カ

ラ

l

舗

袋

の

町

「

銀

天

街
」

へ

向
っ

た
。

今

日

は
、

乙

の

銀

天

街

の

活

性

化

に

尽

力

さ

れ

て

い

る

第
二

商

店

街

振

興

組

合

理

事

長
、

又、

丸

三

書

店

社

長

の

井

門

照

雄

さ

ん

に
、

銀

天

街

の

暮

ら

し

と

未

来

戦

略

に

つ

い

て

お

伺
い

し

た
。

商

店

街
と
い

え

ど

も
、

そ

こ

に

は
、

地

域

住

民

の

暮

ら

し

が

あ

り
、

悲

喜

交

々

の

人

間

模

様

が

交

錯

す

る

と

こ

ろ

で

あ

る
。

商

店

街

を

行

き

交

う

人
々

の

伺
い

知

れ

な

い

と

努

力

と

た

ゆ

み

な

い

取

り

組

み
、

さ

ら

に
、

商

店

街

の

隆

盛

に

か

け

る

戦

略

と

想

い

を

お

話

い

た

だ

い

た
。

。
商
店
街
の
暮
ら
し

今

で

は
、

乙

の

地

域

の

地

価

は
、

ぱ

二

O

O

万

円

と

い

う

乙

と

で
、

売

値

は

坪
二

千

万

円

と

も

言

う
。

乙

う

な

る

と

商

売

を

す

る

よ

り

も
、

土

地

を

貸

し

て

も

う

け

る

方

を

選

ぶ

商

店

主

も

現

れ
、

今

後
さ

ら

に

増

え

る

と

井

門

さ

ん

は

考

え

ら

れ

て

い

る
。

幸
い

に
、

乙

の

銀

天

街

は
、

ま

だ

七

五

%

程

度

の

店

が
、

店

舗

の

上

で

生

活

し

て

い

る
。

ま

と

ま

り

が

あ

り
、

話

が

で

き

易
い

と

言

う
。

地

域

は
、

そ

乙

に

住

ん

で

い

な

い

と

愛

着

が

な

く

な

る
。

そ

の

土

地

を

貸

す

と

次

に

来

る

の

は

売

る

で

あ

る
。

売

る

と

言

う

こ

と

は
、

暮

ら

す

足

元

が

な

く

な

り

生

活

者

で

な

く

な

る
。

そ

乙

に
、

生

活

者

で

な

い

人

が

入
っ

て

来

る
。

都

会

の

大

手

資

本

が

入

り
、

地

域

の

生

活

が

狂
っ

て

来

る
。

そ

う
い

う

人

や

資

本

は
、

そ

の

地

域

の

乙

と

は

考

え

な

い
。

乙

乙

数

年

で

地

域

の

生

活

者

で

な

い

人

が

も
っ

と

増

え

る

だ

ろ

う
。

金

に

よ

る

押

し

つ

け

の

論

理

と

言

う

か
、

都

会

の

論

理

が

優

先

し

て

い

く

と
、

生

活

す

る

と

言

う

前

提

で

も

の

を

考

え

な

く

な

る

と
、

力

説

さ

れ

た
。

そ

う
い

う

乙

と

を

ト

ー

タ

ル

に

考

え

る

と
、

「

松

山

の

街

は

五

十

万

都

市

で

い

い
。

住

居

を

排

せ

き

す

る

よ

う

な

都

市

機

能

は

必

要

な

い
。

住

居

と
一

体

化

(

高

層

化
)

し

た

住

商

隣

接

型

が

い

い
己

と

さ

ら

に

指

摘

さ

れ

た
。

そ

の

た

め

に

は
、

ビ

ジ

ネ

ス

地

区
、

行

政

地

区
、

商

業

地

区

と

い

う

よ

う

に

ゾ

l

ン

を

分

け

る

乙

と

も

考

え

る
べ

き

だ

と
。
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個

人

個

人

に

商

店

を

ま

か

せ

て

お

け

ば
、

統

制

の

と

れ

な

い

街

に

な
っ

て

し

ま

う

と

も

話

さ

れ

た
。

。
商
店
街
の
組
織

と

は

い

え
、

多

く

の

買

物

客

で

に

ぎ

わ

う

銀

天

街
、

そ

れ

を

支

え

る

組

織

も

活

発

に

動
い

て

い

る
。

総会、

官
貝

会
、

販

売

促

進

部

会
、

駐

車

場

委

員

会
、

警

防

部

会
、

青

年

部

会
、

厚

生

部

会
、

建

設

営

繕

部

会
、

広

報
・

神

社

部

会
、

事

業

部

会
、

婦

人

部

会

と

多

岐

に

シ

ス

テ

ム

化

し
、

商

店

街

の

円

滑

な

運

営

に

当

た
っ

て

い

る
。

こ

れ

ら

の

組

織

が

く

も

の

巣

の

よ

う

陀

連

携

し

な

が

ら

商

売

は

も

と

よ

り
、

社

会

生

活

や

地

域
へ

の

役

割

を

果

た

し

て

い

る
。

い

い

意

味

で

の

競

争

原

理

と
、

共

存

共

栄を

図
る
コ
、
ミ
ユ

ニ

テ

f
"
つ

く

り

活

動

な

ど

を

お

り

ま

ぜ

な

が

ら
、

今

日

に

至
っ

て

い

る
。

も

ち

ろ

ん

ア

ー

ケ

ー

ド

の

新

設
、

キ

ャ

プ

テ

ン

シ

ス

テ

ム

の

導

入
、

協

力

店

に

よ

る

私

設

ト

イ

レ

の

設

置

等
、

た

ゆ

み

な

い

顧

客

サ

ー

ビ

ス

の

向

上

を

念

頭

K

お

き

な

が

ら
、

さ

ら

な

る

振

興

戦

略

も
、

活

発

に

展

開

さ

れ

て

い

る
。



ど
の
試み
もし
た
い
と
の
乙
と
で
あっ

た
。
私
見
「
商
店
街
」

の
方
向

井門さ
ん
は、
街の
中
心
部の
乙
の

銀
天
街を、
生
活
に
根ざ
し
た
地
域密

着型
を
と
標ぼ
うさ
れ
て
いる。
し
か

し 、
別の
店
主
の
方
は、
商
店
街は、

将
来
郊
外型へ
ほ
と
ん
ど
移
行し
て
い

く
だ
ろ
うと
言っ
て
い
る。

まつ
ち
か
||

銀
天
街
||

大
街道

と
続
く 、
乙
の
松山
中
央
商
店
街 、
乙

乙
は、
松山の
中で
も
都
市
的
魅
力が

感じ
られ
る、
街
で
あ
る。
ア
ー

ケ
ー

ド
が
あ
り、
カ
ラl
舗
装がしてあり、

キ
ラキ
ラし
た
ネ
オン
と
ミュ
lジツ

ク
が
交
錯
す
る
晴

れ
の
場で
あ
り

ま
す。
片

田
舎に
住

ん
で
い
た

私など
松

山
の
銀
天

街へ
行く

と
いっ
た

pり 、
一
調

頼を
着て

出か
け
た
も
の

で
し
た。
私

は、
今 、

う人々
を

見
て

し、

る
と乙

乙
で
は、
日
常生活と
は一
味違う 、

華
や
か
さ
と
か
雰
囲
気を
求め
て
来て

い
る
よ
うに
思
え
て
な
らな
い。
も
ち

ろ
ん、
乙
乙
に
生
活
を
営む
商
店主
や

そ
の
家
族
の
乙
と
な
ど
に
関心を
もっ

人
は、
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う 。

未
来
戦
略と
し
て
は、
井門さ
ん
が

おっ
し
ゃっ
た
「
生
活
の
息
吹が
感じ

られ
る」
乙
と
を
根
底に
す
え
な
が
ら

も 、
場
所と
し
て
は、
こ
れ
らの人
々

に
とっ
て
は、
非日
常の
娯
楽性や
華

や
か
さ
を
楽し
む 、
与え
られ
る
と
こ

ろ
で
あ
り、
そ
のア
イ
デン
ティ
ティ

を
外に
発信し
な
が
ら、
あ
る
い
は、

そ
れ
ら」
生
かし
て、
商
売に
結びつ
け

照雄さん

て
い
くと
いっ
た、
与
え
る
乙
と
と
与

え
られ
る乙
と
の相
五
作用を
念
頭に 、

街 "つ
くりゃ
商
店
街
振
興
戦
略を
推
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う。

将
来計画と
し
て、
す
ぐ
南の
柳
井

町通
りと
の
間へ
の
公
園
化
構想
な
ど

家族で
来て、
あ
る
い
は
恋人
と
来て

友達と
来て、
楽し
く
遊
び
な
が
ら
買

い
物が
で
き
る、
い
うな
れ
ば
住遊
楽

園ショ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
l

ン
を
め 、ざし
て

い
る
と
の乙
と。
県
都
松
山
市の
観
光

とショ
ッ
ピ
ン
グ
の
中
核と
し
て、
街

づ
くりに
さ
らに
精
励
さ
れ
ん
乙
と
を

井内

(
取
材
/山
本)
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モ
ッ
ト

一
A
M
マY

1EFEJ
、

女性の
方
は
思いやり、
ぬ
く
もり、

、

き
く
ぱ
り
と
言っ
た
暖かさ
が
身につ

い
て
居
られま
す。

年
寄り
は
御
国の
宝
世の
手
本

仰ぎ
て
己
が
範と
なさ
ば
や

こ
の
詩を
思い
出し
ま
す。

モ
ッ
ト

拍
を
育
て
る
会

県
下
各地
で
村お
乙
し
町
おこ
し
と

言う
声を
耳に
し
て、
も
う
十
年
は
な

る
で
しょ
う。

私
達
の
柏を
育て
る
会
も
今年で
七

年を
迎
え
ました。

明日
の
柏を
育て
よ
う

皆の
力と人
の
輪で

を
合
言
葉に 、
三
世
代で
夢
中
で
と
ば

し
た
頃を
思
い
出し
ま
す。

亀
の
甲
よ
り
年
の
甲

老人
ク
ラ
ブ
の
皆様
に
大
変お
世
話

に
な
りま
し
た。

村お
こ
し
に
は
お
年
寄り
の
方
々
の

役
割り
は
大
き
い
も
の
で
す。

地
域
に
伝
わ
る
祭
り
事
や
盆
踊
り

(
昔お
ど
り)
の
太
鼓
唄
お
は
や
し
等

内
海
村

松
本
....... 
京

司

の
指
導 。
昭
和六
十年に
は
村お
乙
し

の
標語を
募集し
ま
し
た。
八
十
四
点

の
応
募が
あ
り、
お
年
寄り
の
方
々
か

ら
も
次
の様
な
標語が
寄せ
ら
れま
し

た付
老
い
て
よ
り
よ
ろこ
ぶ
孫の村お

乙
し

付
野
菊
咲
くふ
る
里
道
や
遍
路み
ち

けだん
らん
の
祖
父の
話は
村おこ
し

付
知
恵と
汗
流し
て
築乙
う
村 帆つ
く
り

付
友がま
た
帰
り
な
く
な
る
よ
い
柏

山の
神様
の
復
活、
お
田
植
祭
り

柏
坂へ
ん
ろ
道の
作業
等 。

お
年
寄り
の
方々
と
のふ
れ
あ
い
の

中で
お
年
寄り
はさ
す
が
だ
なア
と
心

を
う
た
れ
た
事
数々

。

皆さ
ん
は
と
て
もふ
る
里
を
愛して

お
られま
す。

男
性の
方に
はさ
す
が
と
言う
言
葉

が
ぴっ
た
り。

ご協力有難う

村お
乙
し
の
行
事や
イベ
ン
ト

を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
の
は、
何と
言っ
て

も
子
供達
で
す。
お
田
植え
祭
り
は
主

役で
す。

お
し
め
を
張り
め
ぐ
らせ
た
と
神田

稚
楽(
越
天
楽)
の
曲の
流
れ
る
な
か

で 、
か
す
り
の
着
物に
紅だ
す
き 、
子

供
達
の
早
乙
女
姿は、
何に
例え
れ
ば

良
い
の
で
しょ
う
か?

な
れ
な
い
手付 。
田ん
ぼ
に
足
を
と

られ
よ
ろ
め
き
な
が
ら一
生
懸
命に
植

え
て
く
れ
ました。

秋の
稲
刈
り(
収
穫
祭)
も
子
供
達

が
に
ぎ
や
か
に
収
穫の
よ
ろこ
び
を
全

員
参加し
て
汗を
流し
て
く
れ
る
の
で

す。八
月
十
六
日 、
柏地
区の
盆
踊
り
は

昔
お
ど
り
の
復
活で
大
変に
ぎ
や
か
に

な
りま
し
た。
今年
はど
ん
な
出し
物

、../
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が
で
る
の
で
しょ
う
か?

各常
会の
婦人
会の
皆さん
の
趣ご

う
をこ
らし
た
演
出が
毎
年、
た
のし

み
で
す。
太
鼓を
打つ
人、
踊
る人、

子供
も
大人
も
全
員
参加
で
燃え
て
い

ま
す。
フィ
ナ
ーレ

は
手
造
り
の
村お

乙
し
ソン
グ

松本安司さん (右端)

「
もん
で
乙
い
よ」
の
曲に
合せて、

輪に
なっ
て
踊
り
続
け
る
の
で
す。



平
成
二
年
の
感
動

付五
月の
お
田
植
も
終り、
K
さ
ん
の

熱心
な
水田
管理
の
お
陰で
稲の
穂付

も
最
高 、
今年
は
豊
作
間
違い
な
し
と

嬉乙
ん
で
居り
まし
た
が 、
台風
の
直

撃で
稲は
倒れ 、
豊
作を
願っ
て
作っ

た一
本
足
のカカ
シ
もふっ
飛
ば
さ
れ

て
し
まい
まし
た。

九
月七
日
稲
刈
り
(
収
穫
祭)
乙一の

日
の
為に
前
もっ
て
稲を
刈
り、
モ
ミ

を
精
米し
ま
し
た。

子
供
達
に、
と
れ
た
て
の
お
米で
お

にぎ
りを

食べ
て
も
らお
う
と、
朝か

ら生
活
改
善グ
ル
ー

プ
(
あ
じ
さ
い)

の
方々
に
準
備をし
て
もらいまし
た。

新
米で
すり
た
て
の
米
は
光が
違い

ま
す。
モ
ロ
板に
積み
重ね
られ
た
お

にぎ
り
は
純
白で
キ
ラキ
ラと
光っ
て

い
ま
す。

台風
で
倒さ
れ
た
稲
刈
り
は
大
変な

作
業
で
す 。
汗を
流
し
な
が
ら
子供
達

は
頑
張っ
て
く
れ
ま
し
た。
作業
も
終

り
あぜ
道に
腰をお
ろし
た
子供達
に 、

お
にぎ
り
を
運び
ま
す。

子供達
は
にっ
こ
り。
ウマ
イ 、
ウ

マ
イ
の
連
発に
会
長さ
ん
の
自にうっ

す
らと
涙が
見え
まし
た。
そし
て
会

長さ
ん
は
やっ
て
よ
かっ
た。
あ
あ 、

よ
かっ
た
と
大
感
激。

秋のへ
ん
ろ
道
草刈
り
作業

台風
十
四
号の襲来で
道は大
荒
れ 、

大
木は
倒れ 、
人
の
通
れ
る
状
態じ
ゃ

な
い
と
連
絡が
あ
り
まし
た。

三・
四人
でパ
トロ
ール

登っ
て
見

る
と
話
以上
の
被害にお
ど
ろ
き
ま
し

た。 口鋸や
鎌で
は
年末にな
らん、
チェ
ー

ン
ソ
l

の五
・六

台と
草
刈
り

機の
機

動
力で
や
らな
けれ
ば・・
と

九
月三
十
日
午後
作業
に
か
か
る、

参加
者
男二
十七
名 、
女九
名

今日
の
作業は
な
か
な
か
の
重
労
働

で
し
た。
全
員汗だ
くで
何と
か
予
定

の
清水大
師様
まで
頑
張
り
ま
し
た。

秋の
日
暮は早い、
山を
下り
た
時

に
は
日
も
暮れ
か
かっ
て
い
ま
し
た。

集会
所で
の
慰
労会 、
宴
も
な
か
ば

会
長さ
ん
が
よ
ろ
よ
ろし
な
が
ら
黒
板

に
書
き
ま
し
た。

み
なさ
ん、
今
日
は
有
難う。

明日
も 、
た
の
み
ま
す。

柏を
育て
る
会

そし
て
私達
の
方を
向い
て
両
手を

上
げ
ま
し
た。
全
員で
大
拍
手を
贈
り

ま
す。
会
長さ
ん
の
自に
は
涙が
光っ

て
居り
ま
し
た。

平
成
三
年
の
夢
二
つ

四季
の
花
ば
な
なつ
か
し
く

思
い
出た
ど
れ
ば
はず
む
唄

道
ゆ
く人
に
も
声を
か
け

お
茶を
す
す
め
て

ひ
と
と
き
過
し
ま
す

あ
あふ
る里
は
ふ
れ
あ
う
町

(N
H
K
ふ
る里
競
演
よ
り)

こ
ん
な
村 ゃつ
く
り
地
域 "つ
く
り
ゃそ
夢

に
見て
い
ま
す。

柏
坂越えへ
ん
ろ
道

四季
を
通
し
て
豊か
な
緑のへ
ん
ろ

道 、
夏は
野鳥の
声で
賑
わっ
て
い
ま

す。お
大
師さ
ま
有
り、
ロ
マ
ン
有り、

自
然観
察の
森と
し
て、
健
康 。つ
く
り

の
森と
し
て
最適
で
す 。

時
代
はど
ん
な
に
変っ
て
も
私達
は

先
祖が
残し
て
く
れ
た
貴重な
文
化・

や
さ
し
さ
・人

情。
田
舎の
豊か
な
自

然を
愛
し 、
守
り
な
が
ら
子供
達
の
思

い
出の
皇づ
く
り
に

今年
も
又
燃え
て
い
ま
す。

tìFlPP'i'Ó" 
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VA久久の
図拾すもの

i賓

今 、
地
域が
求め
な
けれ
ば
な
らな

い
も
の
は、
人
口が
多い
と
か
少な
い

と
か
は
関
係な
く 、
活
気あ
る
地
域
形

成を
い
か
に
す
る
か
を考え
実践す
る

か
だ
と
思
い
ま
す。
活
気あ
る
地
域と

は
伺か、
それ
は
集
落内
の
活
動と
し

て
季
節の
行
事
や
創
作
的
催し
物が
積

極
的に
楽し
く
行わ
れ
て
い
る
か、
い

な
い
か
の
違い
だ
と
考え
ま
す。

俊

O
V
A
大
久
の
理
念

私達
の
地
域 、
佐
田
岬の
ちっ
ぽ
け

な
集
落「
大
久」
の
六
O
O人
の人
聞

が 、
楽し
く
活
気あ
るム
l
ドづ
く
り

の
た
め 、
今
何が
必
要で 、
今
か
ら
何

を
すべ
き
かを
考え
る
た
め
V
A
(ビ

レ
ツ
シ
・アク

ティ
ブ)
大
久が
生
ま

れ
四
年が
経
過し
ま
し
た。

乙
のグル
ー

プ
の
「
目
指
す
も
の」

につ
い
て
は、
積
極
的に
発
言
す
る
者

は
あま
り
いませ
ん。
し
か
し
色々
な

活
動が
実
行さ
れ
て
い
る
の
も
事
実で

す。
乙
れ
は
運
営意
識に
あ
る
の
で
は

な
い
かと
思
わ
れま
す。
運
営
は、
全

て
実行
委
員
会に一
任さ
れ
て
お
り、

実行
委
員に
は
誰で
も
な
れ
る
し
委
員

会
は
誰で
も
出席で
き
る
よ
う
開
放注

れ
て
いま
す。
こ
の
地
域で
は、
役
職

を
嫌が
る
傾向が
あ
る
の
で
実
行
委
員

会
設立
時の
条
件と
し
て、
委
員に
責

任を
押し
付
け
な
い
よ
うに
し 、
委
員

会の
決
議に
は
積
極
的に
協
力
す
る
乙

と
で
全
員の
合意を
取り
付けまし
た。

その
た
め
か
活
動に
は
苦
情
も
言わず

結
構真じ
め
に
協
力
す
る
姿を
見て
い

る
と、
最
初不
安の
中
でシ
ナ
リオ
を

為本公瀬戸111]"

書い
た
私と
し
て
も
以
外な
乙
と
に
驚

き
もし 、
感
激し
て
い
ま
す。

O
イ
ベ
ン
ト

の
活
用

グ
ル
ー

プ
の
最
初の
活
動
目
標と
し

て、
地
域
住
民一
体と
なっ
たイベ
ン

トに
よ
る
地
域ピ
1

ア
ール

を
や
ろ
う

と
い
う意
見
が
出 、
検
討の
結
果
音の

共同
作
業で
老人
達が
哀
愁に
浸
れ
る

「地
曳
網」
を
復
活
す
る
乙
と
に
決
定

し
ま
し
た。
早
速地
曳網を
購
入
し
定

期
的に
年二
回
「
海の
集
い」
と
し
て

実
施し
た
結
果 、
五
月に
は
県内
各地

か
ら、
八
月に
は
お
盆
の
帰
省
客が
参

加し
て
大久の地
曳網といっ
たイメー

ジ
が
定
着し
て
く
る
と
同
時に 、
自
信

と
や
る
気 、
結
果に
対
す
る
満足
感が

個々
に
生
ま
れつ
つ
あ
り
大
き
な
成
果

で
あ
る
と
思
いま
す。
田
舎に
お
い
て

10 

も
活動
費の
負担
や
労
働に
対
す
る考

え
方につ
い
て、
と
か
く
世
知が
らい

時代と
言わ
れ
る
な
か
で 、
人
情
味あ

る
昔の
良さ
が
生ま
れ
て
き
た
と一
安

心と
いっ
た
とこ
ろで
す。

今年の五
月の「
海の
集い」
は、

や
やマ
ン、ネ
リ
化しつ
つ
あっ
た
た
め

県国
墜父流セ
ン
ター
のE-
P
・I-

C
セ
ミ
ナ
ー

を
同
時開
催し 、
併せ
て

学校
教
育の
自
然学
習活
動
も
含め
て

実施し
た
と
乙
ろ 、
外
国か
らの
お
客

に
対す
る
興
味か
らか反響も大きく 、

地
域に
与え
た
衝
撃
は
大
変意
義あ
る

も
の
で
あっ
た
と
思いま
す。

私達
のイベ
ン
トに

対
す
る考え
方

は、
地
域で一
日
い
かに
楽し
く
過ご

せ
る
か「ム
1
ドづ
く
り」
を
ど
う
す

るかを視点においていま
す。
ス
タッ

フ
がシ
ナ
リオ ぃつ
く
り
の
時点で
「
地

域に
あっ
た
地
域の

特性を生かし
た、

地
域へ
の
効
果」
を
い
かに
考え
る
か

に
よっ
て
長
続きし 、
定
着す
る乙
と

に
よっ
て
文
化と
し
て
認め
られ
るこ

と
だ
と
考え
て
いま
す。

O
若
者
の
活
動

イベ
ン
トに

よ
る
住
民の
意
識
改
革



特Y集落づ〈 。
大久地区

が
進
む
な
かで
次に
何ぞ
求め
て
い
く

か、
グル
ー

プ
の
中
の
十
名程の
若
者

か
ら
景
観 帆つ
く
り
につ
い
て
意
見が
あ

り、
手
始め
と
し
て
地
区の
東
の
沖
合

に
「
雀
婆」
と
い
う
岩
礁の
上
に
松を

植え
よ
うと
言
う乙とになりまし
た。

昔乙
の
岩
礁に
は
松の
古
木が
あ
り、

皆が
懐かし
く
思っ
て
い
る
乙
と
に
気

づい
た
の
で
す。
学識
者に
植
栽の
指

導を
受
け 、
五
月の
上
旬
実
行し
順
調

に
成
長し
て
い
た
の
で
す
が 、
台
風
十

九
号の
高
波(
頂上
部の
高さ二
十m)

に
流さ
れ
て
し
ま
いまし
た。
しかし 、

来
年
再
度
挑
戦す
る
と
意
気と
ん
で
い

る
姿を
見て、
やっ
と
本
物の
芽が
出

て
来た
と
来年を
楽し
み
に
し
て
いま

す。乙
の
乙
と
を
契機に 、
砂
浜と
緑
の

松の
イメ
l

ツ
を
求め
て、
向か
が
生

ま
れ
て
来て
い
る
乙
と
が
秘し
秘し
と

感じ
られま
す。
乙
の
機
会を
活
か
し

地
域の
美
感につ
い
て、

特に
広い
砂
浜の
活
用

を
地
域が一
体と
なっ

て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
らな
い
と
思っ
て

い
ま
す。

浜
は、
音
か
ら
農
作
物
の
加
工
場

(
苧
・

麦の
干し
場)
又 、
葬
儀を
行

うコ
ミュ
ニ
ティ
広
場と
し
て
広く
活

用さ
れ
て
お
り、
皆に
親し
ま
れ
る
海

浜
ゾlン
の
整
備を
地
域全
体に
呼
び

掛
けて
い
き
た
い
と
考
え
て
いま
す。

O
集落 “つ
く
り
の
課題

こ
の
よ
うに
地
域意
識 、
ム
ー
ド 。つ

く
り
が
進
む
な
か
で
今後ど
うし
て
も

直
面
す
る
と
思
わ
れ
る
乙
と
は、
経
済

活
動と
の
整
合
性で
あ
り

活動
の
効
果

が
地
域
経
済と
連
係
す
れ
ば、
今の
活

動
が
な
お一
層
飛
躍す
る
も
の
と
考
え

ま
す。
現
在乙
の
地
域の
主
産
物で
あ

る
柑
橘は、
価
格の
低迷で
農
家
経
済

は
不
安定に
なっ
て
お
り、
今 、
地
域

お
乙
し
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
活
性
化

すべ
き
で
あ
り、
地
域の
特
性を
活
か

し
た
経
済
構造
の
確立
が
急
務と
思い

ま
す。方

法と
し
て
は、
各個の
条
件を
把

握し 、
社
会
・経

済
情
勢
等
多く
の
情

報を
分
析し
て
地
味で
も
い
い
確
実な

対
応
が
望ま
れま
す。
乙
の
対
応が
で

き
る
の
は
私
達
で、
私
達
が
インス
ト

ラク
タ
ー
と
し
て
や
らな
け
れ
ば
地
域

で
の
存在
価
値
も生まれてきません。

自意
識の
無
い
と
乙
ろに
危
機感
も
な

い
し 、
さ
り
と
て
強
制で
き
る
も
の
で

も
あ
りま

せ
ん。
最
初は
小さ
な
力で

も
成
功
す
れ
ば
注
目さ
れ
る
し人
が
付

い
て
来る
の
は
世
の
常で
あ
り、
時
節

の
状
況を
見
な
が
ら
急
ぐこ
と
な
く
粘

り
強
く
声を
か
け
あ
い、
地
域の
自立

を
図っ
て
い
き
た
い
と
思
いま
す。

地
域お
乙
し
に
はこ
の
よ
うな
地
域

の
う
と
き
と
そ
れ
ら』
さ
さ
え
る
行
政の

力が
重
要で
あ
りま
す。

最近 、
若
者の一
部か
ら
行
政か
ら

の
補
助は
無
く
て
い
い
か
ら、
我々
を

利
用し
な
い
で
ほ
し
い、
と
いっ
た
意

見守
聞
きま
し
た。
理
由を
確
認
す
る

と、
役
場か
ら
O
O
事
業と
い
う
補
助

事
業が
決まっ
た
の
で
協力し
て
ほ
し

い
と
言っ
て
き
た。
誰が
誰の
た
め
に

す
る
の
か、
す
れ
ば
地
域
は、
我々
は

ど
うな
る
の
か
と、
住
民
不
在の
補
助

事
業
や
行
政の
消化ゲ
lム

は
や
め
る

べ
き
で
あ
り、

返っ
て
行
政
不信を
招

い
て
し
ま
う
結
果と
なっ
て
いま
す。

こ
の
よ
うな
事
例は
少な
い
と
は
思

いま
す
が 、
地
域を
良
くし
集
落を
活

性
化す
る
に
は
行
政だ
けに
任す
の
で

は
無
く 、

ク
が
必
要で
あ
り、
会
合の
都
度議
論

し
あ
う乙
と
に
よ
り
会
員の
気
構え
も

相
当
向上
し
て
き
て
いま
す。

一
体と
なっ
たチ
lム

ワ
l

O
明
日
に
向かっ
て

V
A
大
久が
誕
生し
て
四
年が
経
過

し
ま
し
た
が 、
未
だ
集
落内
で
の
位置

付
け
も
信
頼
も
充
分
得て
いませ
ん。

し
か
し 、
何か
が
動
き
だ
し
た
事は
事

実で
あ
り、
乙
れ
を
育て
る
乙
と
に
よ

り
他の
地
域のモ
デ
ル
に
な
れ
ば
幸い

と
思
い、
今後
も
手を
変え
楽し
く
頑

張っ
て
い
き
た
い
と
思っ
て
いま
す。
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切
山
雑
感

地
域 。つ
くり
活
動
が
全
国
各地
で
盛

ん
に
なっ
て
久し
い。
特に 、
山
村
地

域で
は
父
祖伝
来の
山
地
田
畑を
営々

と
し
て
守
り
続
けて
今日
が
あ
る
の
は

ど
の
地
域も同様
で
あ
る
が 、
今
回、

伊
予三
島
農業
改
良
普
及
所の
福
本
所

長さ
ん
の
ご
案内
で
訪
れた
川
之
江
市

切
山
地
区
も 、
香川
県
境に
近
い
山
村

マ 、
三
十
戸
た
らず
の
農
林業 、
養
豚

等で
生
活
す
る
静かな集落であっ
た。

聞
け
ば
平
家
落人
の里
で 、
真
鍋・

参
鍋
姓が
多
い
そ
うだ 。
急
峻
な
山
は

だ
に 、
人
家がへ
ば
りつ
く
よ
うに
点

在し
て
い
る。
コ
ミュ
ニ
ティ
組
織が

活
発に
活
動し
ているという乙と
で 、

地
域の
情
報通
で
あ
り、
そ
れ
らの
う

ち
十三
も
の
組
織に
入
り、
と
り
ま
と

め
役と
し
て
が
ん
ばっ
て
い
る
真
鍋
富

子さ
ん
に 、
い
ろ
い
ろお
話を
お
伺い

し
た。
当日
は、
近
所の
真
鍋
麻
子さ

ん
と
参
鍋美
子さん
も同席いただ
き 、

こ
れ
らコ
ミュ
ニ
ティ
組
織の
状
況と

地
区の
未
来
戦
略につ
い
て、
お
聞
き

す
ると
と
と
し
た。

。

集
落
づ
く
り
と
組
織

地
域の
組
織は、
基
本
的に
自
治
組

織
・趣

味の
組
織
・

農
林業の
維
持
存

続に
関
す
る
組
織
等に
分
け
られ
る。

地
区の
自
治
会を
始め
全
部で
十五
あ

り、
ど
れ
も
活
発な
活
動を
続
けてい

る
そ
うだ 。
こ
れ
らの
組
織は
ほ
と
ん

ど 、
好き
な
も
の
に
気
軽に
参
加し 、

い
い
意
味で
ア

メ
ーバ

組
織の

よ
うに
なっ
て

お
り、
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
組
織

で
情
報
交
換や

ふ
れ
あ
い
交流

が
で
き 、
歴
史
的
要
因と
掴まっ
て
集

落の
強
いつ
な
が
り
を
保
持す
る
働き

や守し
て
い
る
よ
うに
感じ
た。

そ
れ
らの
中
で 、
特に
私の
興
味を

引
い
た
の
は、
保
護
組
合と
遺
跡
保
存

会及び
ふ
る
さ
と
振
興
会で
あっ
た。

保
護
組
合は、
地
区の
市
有
林を
委
託

管理
す
る
組
織で 、
自
然景
観
の
保
持

や
森
林
資
源の
育
成
及び
委
託
金
に
よ

る
集
落の
現
金
収
入
の
確
保
等 、
組
織

の
中で
も
重
要な
部
分を
占め
て
い
る

よ
う 、だ 。
又 、
遺
跡
保
存会は、
重
文

の
「
真
鍋
家」
そ
始め 、
平家
関
連
の

史
跡の
保
存
管理を
行っ
て
お
り、
地

域の
歴
史の
継
承に
努め
て
い
る。
三

つ
め
の
「ふ
る
さ
と
振
興
会」
は、
地

域の
活
性
化を
目
的に
組
識し
た
と
聞

き 、
最
も
注
目し
た
組
織で
み
る。
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ふ
る
さ
と
振
興
会

乙
の
会は、
一
昔
前の
主
要
産
業で

あっ
た
「
炭
焼き」
を
復
興し
て
炭
焼

きに
よ
る
地
域の
活
性
化を
進め 、
さ

らなるコ
ミュニ
ティ
の
醸成をね
らっ

。た
の
で
あ
る。

地
区
民の
有
志
十
四人
が
集ま
り、

炭
焼き
窯の
設
置 、
原
材
料の
雑
木の

切り
出し 、
炭の
販売などを
進め
た。

し
かし 、
仲々
売れ
な
い
よ
うで 、
し

か
も
年
配
者が
中心と
い
う乙
と
も
あ

り、
現
在は、
自
家
消
費
分程
度と
の

こ
と
で
あ
る。
ただ 、
お
聞き
し
た
中

で
は、
炭の
効
能と
い
う乙
と
で 、
普

通
は、
燃
料と
しか考え
られないが 、

炭は細か
く砕き豚の
飼料といっ
しょ

に
混ぜ
る
と、
肉質は
よ
く
な
る
し 、

豚の
健
康に
も
い
い、
又 、
糞も
く
さ

く
な
く
よ
い
乙
と
ば
か
り
だ
そ
うで
あ

る。
しか
も 、
炭ふ焼く時にいっ
しょ

に
出
来る
「
木
酢酸」
は、
野
菜 申つ
く

り
の
た
め
の
肥
料と
し
て、
又防
虫
の

効
果が
あ
る
と
のこと、
こ
のとと
は、

エ
コ
ロ
ジ
ー

が
い
わ
れ
る
昨
今 、
商
売

に
なる
道
も
あ
り
そ
うな
感は
あ
る。

又 、
会
で
は、
滋養強
壮に
い
い
「サ

ル
ナシ
のエ
キス」
を
販
売す
る
など



特Y集落づ〈り
の
地
道な
産
品 約つ
くり
も
手が
けつ
つ

あ
る。

重
要
文
化
財
「
真
鍋
家
住
宅
」

乙
の
地
区を
象
徴
す
る
も
の
に 、
国

指
定の
重
文
「
真
鍋
家」
が
あ
る。
乙

の
住宅
は
現
存す
る
県内
の
民
家の
中

で一
番
古い
とい
う乙
と

--R畿

で
あっ
た(
写
真
参
照) 。

闘舗騒議

私に
は、
乙
の
住宅
の
価
廟
議繍饗

値
は
分か
らな
かっ
た
が 、

開議機鱗

煙の
臭い
が
し
み
つい
た
醗
護機鐙

家
の
中
か
ら
は、
大
家
族
園
標額惑

がい
ろ
り
を
囲ん
で
楽し

一欝鰯融機

く
歓
談し
た
昔の
暮
らし

騨院議議

ぶ
り
が
脳
裏
を
か
す
め 、

艦醐闘理

一
時 、
住
時を
し
の
ん
だ 。

舗閤酷盟

乙
の
住宅が
地
区
民の
心

組閣閣

の
支え
と
し
て
存
在し
て

3自E

い
る
乙
と
は
間違い
ない
し 、
又 、
乙

の
よ
うな
建
物を
現
在ま
で
守っ
て
来

た
真鍋
家
の人
と 、
そ
れを
支え
て
来

た
地
域の人
の
気
持ちが
察せ
られた。

。。

頼
母
子
講
の
集
い

地
区に
は、
普か
らの
助
け
合い
の

形と
し
て、
奥様
方
のコ
ミュニ
ティ

「
頼母
子
講」
が
今
も
残っ
てい
る。

有
志
十三人
が
毎
月一
万
円づっ
持ち

寄り、
そ
の
月に
お
金がい
る人
が
入

札で
落と
す。
落と
し
方
は、
以
後
毎

月
払う
利
息の
額をい
く
らに
す
る
か

で
決まる。
概ね 、
月三
百
円1五
百

円く
らい
で
落
ち
る
そ
うだ 。
一
回
落

と
すと 、
そ
の
借り
た
お
金

を
毎月返し
てい
くので、

次に
借
り
れる
の
は、

十三
月
後
以
降と
な

る。昔か
らの相
互

、
扶
助の
形で
井
戸

端
会
議
的な
集
ま

り
と
し
て、
地
域

のコ
ミュ
ニ
ティ
に

役
立っ
てい
る。

。

将
来
に
向
か
っ
て

最後に 、
後
継
者の
状
況に
つい
て

お
伺い
して
み
た。
自
営業
は
少ない

もの
の
約
半
数の
十
四
軒に
後
継
者は

い
る
そ
うだ 。
ほ
と
ん
ど
は
市
内へ
の

通
勤
者で
あ
る
が 、
最
近 、
そ
の
う
ち

の
十二
人
が
地
区の
青
壮年
組
織を
つ

く
り、
地
域の
将
来に
つい
て、
話し

合っ
てい
る
とい
う乙
と
で
あっ
た。

落人
の里
とい
う意
識
は、
余り
な

い
よ
うに
感じ
る
が 、
そこ
に
残る
平

家
ゆ
か
り
の
安徳の
窪 、
院の
墓 、
土

釜
な
ど
を
守り
な
が
ら

暮
らし
て
来た

風
土
は、
集
落を
維
持存続
す
る
強い

団
結を
生
ん
でい
る
と
感じ
た。

乙
の
取
材を
通し
て、
地
域に
根を

はっ
て
暮
らし
てい
る人
た
ち
の
お
話

を
聞い
てい
る
と 、
突々
と
で
て
く
る

言
葉の
中に 、
キ
ラッ
と
光る
言
葉に

接し 、
たいへ
ん
教え
られる
乙
と
が

た
くさ
ん
あっ
た。

特に 、
と
同
行い
た
だい
た
福
本
所

長さ
ん
の
言
葉が
鮮烈に
残っ
てい
る。

「
私
は、
県内
各地
で
地
域の人
と

接
す
る
仕
事を
し
て
来ま
し
た。
ま
あ

人
に
よっ
て
好き
嫌い
は
あ
る
と
思い

ま
す
が 、
私は乙
の
仕事が好きで
す。

自
分の
意
識の
中
で、
与え
ら
れ
た
仕

事を
自
分が
好き
と
思っ
て
す
る
の
と

い
やい
や
す
る
の
で
は、
大
き
な
差
が

出て
来ま
す。
ど
の
仕事で
も、
好
き

に
な
る
よ
う
努
力し
て、
が
ん
ば
る
乙

と
が
大
事で
すね 。」と 。

集
落4つ
くり
活
動
は、
当
然 、
集
落

の
繁
栄を
めざ
す
営みで
あ
る。
そ
れ

は、
そこ
に
住む人
々
の
暮
らし
を
基

盤と
し
て、
そ
の
営み
を
自
律的な
営

みと
し
て
意
識し 、
生
活
し
てい
く人

た
ちが 、
自
分た
ちの
で
き
る
範
囲の

乙
と
か
ら
周
囲へ
広げ
てい
く、
た
ゆ

み
ない
活
動だ
ろ
う 。
活
発κ
活
動
す

る様
々
なコ
ミュ
ニ
ティ
組
織を
動
員

し
て
自
律的な
集
落"つ
く
り
を
進
め
る

切
山地
区の
活
動
を
今
後、
注
目し
て

行き
たい
と
思
う 。(

取
材
/
山
本)

ん
ん
ん

さ
さ
さ

子
子
子

美
富
麻
長所

鍋
鍋
鍋
本

参
真
真
福

安安

右から

13 
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ゆ/

出禽い、
-

東京都墨
田
区にお
いてカルチャー

ショ
ッ
ク
を
受けて
帰っ
て
き
まし
た

の
で、
そ
の様
子を
早
足に
紹
介し
た

い
と
思
い
ま
す。え .ヘJ

列d

a
/い量、“い

「地主主づくり交流研修」参加者と茂木町「ゆずの里」生産組合長・石河智苦手
さん (前列中央)

十
{

月
三
十
日
(
金
)

-
出
発 。

し
か
し・
:

季
節
外れ
の
台風二
十八
号の
接近

によ
り

欠
航が
懸
念さ
れた
A
N
A
五

八
八
便 。
そ
れで
もな
ん
と
か
離
陸し

て
順
調
な
フ
ライト:・かと
思い
き
や 、

や
は
り
出ま
し
た
台風の
影
響が・・・。

上
下
左
右
に
揺れる
機内
は
騒
然 。
後

席
S
氏の
悲
痛な
芦が今も
耳に
残る。

(
本
当
に死ぬ
か
と
患っ
た1)
やっ

と
の
思
い
で
羽
田に
着陸 。
し
か
し 、

降
りし
き
る
雨
は
茂
木
町
ま
で
ま
と
わ

りつい
た。
誰だ
誰だ
雨男(
女)
は!

(
因み
にセ
ン
タ
ー

で
は
私
が
雨
男
で

す)

カンパイはまだかナ7

14 

茂木町長、 阿部武史さ
ん、 ハッキリ言って若
いデス

-
茂
木
町
に
到
着 、

そ
し
て
交
流
会

豪
風
雨の
中、
日
も
ドッ

プ
リ
暮れ

た
午後六
時に
宿
泊
先の
「ふ
る
さ
と

セ
ン
ター」
に
到
着 。
出
迎
え
て
くだ

さっ
た
茂
木
町
の
田
村
幸
夫さ
ん
が 、

「
四
年
前の
水
害
の
時
も
乙
ん
な
状
態

の
雨だっ
た。」と
い
き
な
りボ
ソ
リ 。

更に
追い
打ち
を
か
け
る
か
の様
κ

「そ
うい
や
l

あ
の
時
も
乙
乙
で
酒
飲

ん
で
た
な 。
明日
の
朝 、
水に
浸かっ

て
な
い
と
い
い
ナ 。」
一
行は
絶
句 。

そし
て
休む
間
も
な
く
地
元の
方々

と
の
交
流
会 。
阿
部
町
長
か
ら
「ま
ち

づく
りは人、

お
金
は二
の
次 。」と
挨

拶の
後カ
ンパ
イへ 。

一
行二
十一
名と
地
元か
ら
参
加の

有
識
活
動
者七
名も
す
ぐ
に
打
ち
解け

て
宴
も
た
けな
わに。
それにし
ても、

お
聞き
後
の
愛
媛
の
強
者ど
も
の
腰の

重い
事 。
深
夜聞こ
え
た
あ
の
雄
叫び

は
夢で
あっ
たと
信じ
た
い。



十
二
月
一

日
(
土
)

・
茂
木
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
は・..
 

昨

日

の

風

雨

が

ま

る

で

嘘

の

様

な

晴

天
。

午

前

中

の

研

修

は

茂

木

町

役

場

(

通

称
ハ

ミ

出

し

ト

リ

オ

?

ゴ

メ

ン

ナ

サ

ィ
。
)

の

田

村

幸

夫

さ

ん
、

服

部

公
一

さ

ん
、

涌弁

明美

さ

ん

に

よ

る
レ

ク
チ
ャ

ー
。

「

元

気

ア

ッ

プ

茂

木
」

「

誇

れ

る

ま

ち"
つ

く

り

事

業
」

と

掲

げ

て

展

開

さ

れ

て

い

る

茂

木

町

に

お

け

る

行

政

と

住

民

の

H

協

働

の

ま

ち

づ

く

り
H

と

は
、

や

は

り

H

人
u

だ

っ

た
。

H

人

の

元

気

は

地

域

の

元

気
、

地

域

の

元

気

は

町

の

元

気
H

ぞ

実

感
1

A-
「
ゆ
ず
の
皇
」

に
て

午

後

は

町

内

の

視

察
。

先

ず

「

ゆ

ず

の

里
」

生

産

組

合

長
・

石

河

智

静

さ

ん

を

訪

ね

る
。

今

ま

で

は

全

国
か

ら

の

視

察
・

マ

ス

コ

ミ

取

材

等

で

忙

し

い

「

ゆ

ず

の

里
」

の

道

程

も

決

し

て

楽

な
モ

ノ

で

は

な

く
、

地

域

の

活

性

を

期

し

て

取

り

組

ん

だ

「

ゆ

ず
」

の

栽

培

も

生

産
だ

け

に

止

ま

ら

ず
、

如

何

に

人

を

呼

び

込

む

か・
:
、

乙

こ

で

も
ユ

ニ

ー

ク

な

発

想

に

よ

る

地

域ゃ
つ

く

り

が

さ

れ

て

い

た
。

乙

の

元

古

沢

地

区

は

「

ゆ

ず
」

だ

け

売
っ

て

い

る

の

で

は

な

く
、

地

域
・

人

を

も

売
っ

て

い

た

の

で

あ

る
。

一

行

は

逆

川

等

を

視

察

後
、

茂

木

焼

き

に

挑

戦
。

ま

あ

l

皆

さ

ん

こ

れ

か

ら

先
、

間

違
っ

て

も

陶

芸

家

を

呂

指

そ

う

な

ん

て

恩

わ

な

い

乙

と

で

す、
不
。見よ、 この真剣な7眼差しを

(農村出会い重量にて)

AV
「
農
村
出
会
い
整
」

茂

木

の

夜

は

冷

え

込

み

ま

す
。

少

し

で

も

温

か

い

情

報

を

仕

入

れ

よ

う

と
、

町

内

外

の

老

若

男

女

た

ち

が

小

西

孝

蔵

さ

ん

宅
へ

集

ま
っ

て

き

ま

す
。

そ

れ

が

「

農

村

出

会
い

塾
」

で

す
。

今

夜

の

メ

イ

ン

ゲ

ス

ト

は

「

全

国

仕

掛

人

会

議
」

仕

掛

人

の

管

野

良

平

さ

ん

(

福

島

県

常

葉

町
)

。

御

自

身

の

や
っ

て

乙

ら

れ

た

事

の

講

演
の

後
、

交

流

会

と

な

り

ま

し

た

が
、

一

体

今

晩

は

ど

れ

く

ら
い

の

人

が

集

ま
っ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

?

凄

い

パ

ワ

ー

を

感

じ

ま

す
。

き

っ

と

乙

の

パ

ワ

i

が

茂

木

町

を

支

え

て

い

る

ん

で

し

ょ

う

ネ
。

ま

ちゆ
っ

く

り

は

や
っ

ぱ

り

H

人
H

で

す

ネ

ッ
、

と

自

分

で

納

得
。

以

上
、

山

ち
ゃ

ん

人・ひと・ヒト

田
村
幸
夫
さ
ん

(
茂
木
町)

茂
木
町
に
お
け
る、

ま

ち*
つ
く
り
中
心
人
物。

酒
は
ケ
ッ
コ
ウ
い
け
ま

す
。

服
部
公
一

さ
ん

(
茂
木
町)

ハ
l
ド
大
好
き
人
問。

し
か
し、

成
功
率
が
低

く
悩
ん
で
い
る。

涌
井
明
美
さ
ん

(
茂
木
町)

む
ら噛
つ
く
り
を
中

心
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
等
で
大
活
躍。

石
河
智
訴
さ
ん

(
ゆ
ず
の
里)

と
に
か
く、

乙
の

人
の
パ
ワ
ー
は
ス

ゴ
イ
/

小
西
孝
蔵
さ
ん

(
農
林
水
産
省)

と
の
人
が
い
な
く
て
は、

「
出
会
い
塾」

は
始
ま

ら
な
い
。

管
野
良
平
さ
ん

(
福
島
県
常
葉
町)

乙
の
日
の
メ
イ
ン
講
師削。

全
国
仕
掛
人
会
議
に
て

活
躍
中
。
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墨田区・川の流れに見定ものは

十
二
月
三
日
(
日}

.
東
京
は
夜
が
見
ご
ろ

暗い
水
面に
映る
月
と
提
灯の
明か

り
が 、
波に
ゆ
ら
ゆ
らと
揺れ
て
い
る

昼
聞に
見
た
隅田
川
は、
雨
降り
の
後

の
せ
い
も
あっ
て
か、
か
な
り
濁っ
て

い
た。
「
乙
れが
あの
歌に
歌わ
れ
た

隅田川か。
もう歌えないなにと
思っ

て
い
た
け
れ
ど 、
夜に
な
れば
風
情
は

一
変し
て
い
た。
川
の
汚れ
も
周
囲の

ど
ル
群
も
聞に
閉ざ
さ
れ
て
そ
の
実
体

が
見え
な
い。
暖
冬の
せ
い
か、
師
走

に
入っ
て
も、
提
灯を
下
げた
屋
形
船

が
行き
交
う 。

時折見える
船内で
は、

締
箆
所
ぞ
入
れ
て
の
大
宴
会
模
様。111 国隅

ウ~ンッ、 ス ゴイ/
(墨田区・本所保健所にて)

「東
京
に
も
ま
だ
ま
だ
良い
と
こ
ろが

あ
るじ
ゃ
な
い
か」
と
風
流
な
粗い
に

か
ら
れ 、
江一同
時
代の人
々
もこ
うい

う
風
景を
見て
い
た
の
で
は
な
い
かと

思っ
た。

我
が
「
交
流
研修」
も、
明
日
を
残

す
の
み
と
なっ
た。
午
前
中、
お
世
話

に
なっ
た
栃
木県
茂
木
町を
あ
と
に
し

て、
午
後、
東
京
都内へ
入っ
た。
浅

叢
界
隈を
散
策し
て、
水上パ
ス
で
の

川
下
り
は、
ひ
と
と
き
の
安ら
ぎ
の
時

で
あっ
た。

水上パ
ス
の
終
着で
あ
る、
「
日
の

出
桟
橋」
に
着い
て
か
ら
は、
そ
れ
ぞ

れ
の
行動
に。
私
は、
S
さ
ん・
N
さ

ん
と一
緒
に
再び
水上パ
ス
で、
「
船

の
科
学
館」
へ
出
掛
け
た。
知
らず
に

乗っ
た
と
は
い
え 、
よ
く
よ
く
回
り
を

見る
と
アベ
ッ
ク
ば
か
り。
乙
乙
は、

デ
l
トコ
lス

の一
つ
な
ん
だ 。
男三

人
で
良
かっ
た。
こ
れ
が
男二
人
な
ら

ど
うし
ょ
う
も
な
かっ
た
なあ 。

東京にもこんな場所が・

(墨田区・防災小緑地向島有季国にて)

16 

十
二
月
四
日
(
月)

・
い
ざ 、

墨
田
区
へ

一
夜
明
け
れ
ば日
本晴れ 。
最
良の

研修日
和り
と
な
るこ
と
受け
合い。

昨
夜の
疲
れ
も
見せず
に、
元
気に
出

発 。
迎え
のパ
ス
に
そ
そ
くさ
と
乗り

こ
み、
今
回の
研
修の
し
め
く
くり
場

所で
あ
る
墨
田
区の
本
所・
向
島
地
区

へ 。ホ
テル
を
出て
吾
妻橋を
渡ると 、

も
う
墨
田
区 。
左
手に
は、
昨日
乗っ

た
水上パ
ス
の
乗り
場が
あ
り、
目の

前に
は、
独
特の
形をしたア
サヒビー

ル
のビル
が
迎え
て
くれ
る。
乙
の
形

は
伺と
も
形
容しが
た
い。

本
所
保
健
所に
到
着する
や
い
な
や

さっ
そ
く
村
瀬
誠さ
ん
よ
り、
「
雨
水

利
用シ
ス
テム」
につい
て
のお
話し

を
受ける。

AV
雨
水
利
用
と
路地
尊

村
瀬さ
ん
は、
自主
研究グル
ー

プ

「ソラ
iシ

ス
テム
研
究 、グ
ル
ー

プ」

の
代
表
で
あ
る
が 、
自主
研究
活動で

得た
雨
水
利
用
の
研究
成
果を
地
元
に

フィ
ー
ドバ
ッ
ク
し 、
国
技
館や
墨田



これが、あの
、、路地尊( 3号)" デス

区の
公
共
施
設で
の
雨
水
利
用
の
導入

に
道を
聞い
た乙
と
な
ど
で
知
ら
れ
て

い
マ令。ま

た、
そ
の
成
果を
路地
裏の
屋
根

か
ら
雨
水を
集め 、
そ
れ
を
地
域の
防

災の
水
源と
す
る、
「
路地
尊
天
水
利

用シ
ス
テム」
の
笑
現に
も
尽
力し
て

い
る。水に

つい
て
普段
か
ら 、
そ
の
有
り

難さ
に
注
意
争守し
て
い
る人
は
そ
うい

な
い
で
あ
ろ
う 。
水 、が
足
り
な
くなっ

た
時
比
気付
くの
が
普通で
あ
る。
水

は
蛇口を
ひ
ね
れ
ば
出て
く
る
の
だ
か

pり 。で
も、
私
達
は
今一
度 、
水
の
有
り

難さ
に
気が
付
くべ
きだ
ろ
うと
思
う 。

雨が
降っ
て
も
その
ほ
と
ん
ど
が
下
水

道・
川・
海
な
ど
に
流
れ
て
いっ
て
し

ま
う 。
こ
れ
ほ
ど 、
もっ
た
い
な
い
話

し
は
な
い。
当た
り
前に
な
る
乙
と
ほ

ど 、
恐し
い
も
の
は
な
い
よ
う
な
気が

す
る。向

島地
区で
は、
屋
根か
ら
の
雨
水

を
集め
て 、
防
災
用
の
水
源と
す
る
雨

水
利
用シ
ス
テム
「
路地
尊」
が
三
つ

造
ら
れ
て
い
る。
そ
の
路地
尊
研
究
会

の
徳
永
暢
男さ
ん
の
案内
で、
「
路地

尊二
号」
と「
路地
尊三
号」
を
見
学

す
る
乙
と
が
で
き
た。
乙
の
「
路地
尊

二
号」
の
近
くで
小
火
が
あ
り
初期
消

化に
威
力を
発
揮し
た
と
い
うこ
と
を

聞い
た。
渇
水
時で
も
消
毒す
れ
ば、

十
分に
飲
料
水
と
し
て
使え
る
と
付
け

加
え
て
く
れ
た。

国技館の雨水利用システムの研修

-
の
ど
か
な
川
辺
り

乙
の
の
ち
我々
は、
隅
田
川に
架
か

る人
道
橋
「
桜
橋」
の
た
もと
で
昼
食

を
とっ
た。
乙
の、
人
専用
の
橋が
で

き
て 、
人
々
が
再び
川に
自
ら』
向
け
は

じ
め
た
と
い
う 。

ま
る
で
春
の
陽
気の
よ
うな
川辺
り

か
ら
は、
や
さ
し
い
風が
吹い
てくる。

一
瞬 、
「
乙
こ
は
本
当
に
東
京ノ」
と

見ま
違
う
雰
囲
気を
感じ
た。
だ
が 、

遠くに
見るピ
ル
群は、
「
やっ
ぱ
り、

そうだ」
と
思わずに
はい
られなかっ

た。
た
だ 、
風に
乗っ
て
飛
ん
で
い
る

鳥た
ち
の
姿
は、
ど
こ
で
も
見か
け
る

風
景だっ
た。

以上 、
ルパ
ン

村
瀬

誠
さ
ん

(
本
所
保
健
所)

「
行
政
に
は
ポ
リ

シ
ー

が
必
要だ
/」

ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ

ム
研
究
グ
ル
ー

プ

で
活
躍
中。

徳
永
暢
男
さ
ん

(
路
地
尊
研
究
会)

本
当
に
民
間
の
人

と
は
思
え
な
い
/

住
民
サ
イ
ド

の
ま

ち .つ
く
り

で
活
躍

中。

本所保健所・村瀬誠さん (後列右から6番目) を
囲んで (桜橋にて)
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川
之
江市

I司

原

斉

「
趣
味は
伺で
す
か
? 。」と人
κ
問

わ
れ
て、
「
山へ
釣
り
に
行
く
の
が
好

き
で
す。」と
答え
ると
「?」
と
い
う

顔
+守
さ
れ
て
し
ま
う 。
正
確
に
は、

「
山の
中
を
流
れ
る
渓
流
に
魚
を
釣
り

p

に
行くの
が
好き
で
す。」と
答え
るべ

一
き
な
の
だ
ろ
う 。

ト

好
き
な
川
に
「おっ
ちゃ
ん
の
川」

つ

と
い
う
渓が
ある。
乙
れ
は
渓
の
案内

ょ

を
し
て
い
た
だ
い
た
老人
の
インパ
ク

宵
ト

が
あ
ま
り
に
強
かっ
た
の
で
敬
意を

J

表し
て、
乙
ち
らで
勝
手
に
渓
の
名
前

レ
を
変
更し
て
し
まっ
たの
だ
が・ 。
そ

ー

の
おっ
ちゃ
ん、
若い
乙
ろ
半
農
半
漁

へ

で
釣っ
た
魚を
売っ
て
生
活
し
て
い
た

ウ

らし
い。
が 、
寄
る
年
波に
は
勝てず

ク

少し
ば
か
り
中
風
の
気
も
あっ
て
手
も

f
f
tハ司

震え
て
い
た
の
で、
「
本
当

ご

に
案内
な
ん
か
出
来る
ん
か

B一品

いな。」と
思っ
て
い
た
の
だ

】

が 、
背とっ
た
杵
柄と
で
も

一

い
う
の
だ
ろ
うか、
渓に
は

H

い
ると
手の
震え
も
止
ま
り

身
体もピン
シ
ャ
ン
と
し
て

〈、Y\ぐ\

感

母

後を
つ
い
て
歩くの
も
大
変
な
感じ
に

なっ
て
し
ま
う 。
「おっ
ちゃ
ん
の
川」

は、
そ
の
部
落の人
の
蛋
白
源を
供
給

し
て
も
らう
川(
もちろん
飲み水も)

らし
く
実に上
手に
川を
歩い
ていく。

と
い
うの
も、
おっ
ちゃ
ん
日
く
「
乱

暴
に
歩
くと
後
か
ら
来る人
は
魚が
捕

れな
い。」
「
魚
は
余し
て
釣れ 。」
そ

うだ
ろ
う
部
落の人
み
ん
な
で
そ
の
渓

を
「
使わ
せ
て」
も
らっ
て
い
る
の
だ

か
ら、
そ
れ
だ
け
神
経を
使うの
だ
ろ

う 。
な
ん
だ
か
そ
れ
ま
で
の
「
釣れれ

ばいい」
とだ
けし
か
思っ
て
い
なかっ

た
自
分の
考え
を
諭
さ
れ
た
よ
うで
身

の
縮
む
思い
だっ
た。

二
月
の
河
川の
釣り
の
解
禁の
声を

聞
くと 、
そ
わ
そ
わと
居
て
も
立っ
て

も
い
られ
な
くな
る
の
だ
が 、
今
春
は

東
京と
ポー
ラン
ド

で
開
催
さ
れる
版

画展へ
の
出品
作 的つ
く
り
の
為 、
そ
う

も
言っ
て
い
られ
な
い。
乙
の
号が
出

る
頃に
は
お
そ
ら
く
(
水
道
の
蛇口
の

向乙
う
側に
思
い
を
馳せ
な
が
ら)
必

死
の
形相
で
銅
版と
に
ら
めっ
乙
を
し

て
い
る
乙
と 、だ
ろ
う 。

※
次
号は、
伊
予三
島の
金
崎
治
信

さ
ん
で
す。

石垣ウォッチャl参上

一一一一一一一一一一… 市…-一一一一一一一一九一 '. -...................... . 

保内
町
岡
崎

直
司

人
聞の
好
奇
心と
は、
実
際
困っ
た

も
の
で、
目下
『イシ
ガ
キ』
に
興
味

を
持ち
始め
て
い
る。
もし
石
頭の
が

き
ん
ちょ
が
い
た
ら、
ア
ナ
タ
の
事で

は
あ
り
ませ
ん。
そ
う 、
段々
畑
や
お

城
の
あ
の
石
垣で
ア
リマ
ス 。

何が
困
る
かつ
て
ゅ
うと 、
そ
の
関

心
の
度
合い
に
比
例し
て、
本を
漁っ

た
り、
実
物を
拝
見し
にア
チコ
チ
走

り
回っ
た
り、
そ
うし
た
時
間のシ
ワ

ょ
せ
が
目K
見え
ているからで
ある。

元
よ
り、
生
き
ん
が
為の
職を
投げ
打

つ
程
の
大
好
奇
心
で
は
な
く、
ちょっ

と
オモシロ
ソー
だと
い
う程度のきっ

か
け
で
あ
る
に
も
拘
らず、
ダ 。
し
か

し 、
人
聞は
殆ど
の
場合 、
そのチヨ
ッ

ト
で
動
い
て
い
る
か
ら
始
末が
悪い。

と
に
か
く
時
閣を
ど
うに
か
割かね
ば

な
らな
い。

な
ん
で
石
垣
と
と
き
に、
と
思
わ
れ

る
方
の
為K 、
物
言わぬ
石
垣に
な
り

代わっ
て
答え
た
い。
私の
住む
保内

町
は、
丁
度「
山が
あ
ま
り
に
高
過
ぎ

て
寝か
せ
と
る」
と
言わ
れる
岬十三
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里
(
佐田
岬
半
島)
の

付
け
根に
当た
る。
平

地
の
少な
かっ
た
乙
の

半
島
部で
は
古
来 、
石

くれ
の一
つ一
つ
を
丹

念
に
積
み
上
げ
て、
何

と
か
耕
地
面
積を
増
や

し
て
き
た。
芋か
らミ
カン
に
作
物は

変わ
れど
も、
山の
テッ
ペ
ン
ま
で
そ

れ乙
そ
気の
遠
く
な
るエ
ネル
ギ
ー

を

注
ぎ
込ん
で、
生
き
る
事の
証を
刻
み

続
け
て
き
た
の
だ 。
そ
れ
ば
か
り
で
は

な
い。
両
面を
海に
固まれた
地勢上 、

強
風か
ら
家を
守る
為の
高石
垣
や 、

大
き
な
青
石を
使っ
た
津々
浦々
の
護

岸
壁や
防
波
堤 。
中
央
構造
線
沿い
の

乙の辺りは、
ズパ
リ
石垣の宝
属たっ

た
の
だ 。
し
か
る
に、
イマ
イチ
そ
う

し
た
存
在に
対し
て、
景
観
資
源
や
文

化
遺
産と
し
て
の
視
点が
垣
間
見
られ

な
い。
乙
りゃ
あカ
ワ
イ
ソ
l

だ 。

て
な
訳で、
人
が
あ
ま
り
見
向き
も

し
な
いモ
ノ
に
や
た
ら
価
値
づけを
し

た
が
る、
困
りモ
ン
の
僕と
し
て
は、

時
聞を
見て
は
石
垣カメ
ラ
ウォッ
チ

ン
グ 。
ど
な
た
か、
い
い
石
垣が
あっ

た
ら
教え
て
下さ
い。



湯布院の「里」を作った旗手たちと「蹴」を語ろう会
ー アー ト の里 フ ォ ー ラ ム P a rt 2 ー

孤帆

平成3年3月17日(日) 9時3的?

砥部町中央公民館
アー ト の里づくり会議 砥部町
砥部町議会 ・ 砥部町文化協会 ・ 砥部町観光協会 ・ 砥部町商工会 ・ 城南農業協同組合・伊
予陶磁器組合 ・ 愛媛県文化振興財団 ・ 砥部焼販売協同組合 ・ (財) 愛媛県ま ち づ く り 総
合センター ・ 砥部町郷土料理研究会 ・ NHK松山放送局 ・ 南海放送 ・ 愛媛放送 ・ 愛媛新
聞社
女9 : 00く受け付け〉
食9: 30く全体集会>

開会行事
問題提起

・ アー ト の里の可能性 矢野徹志(アー ト の里づく り 会議代表)
・ 私の地域観 中谷健太郎 ( 由布院温泉 ・ 亀の井別荘総支配人)

食10 : 50く車座談議>
意見発表一一 住民

女12: 30く昼食 バザーイ ベ ン ト
女13: 30くデ ィ ス カ ッ シ ョン>

オブ、ザーパー 中
H 高
H 木

H 亀
会15 : 20く閉会行事>

司会進行・八 木
参加人員 先着200名で締め切ります。

参加費用 500円(昼食費含む)
参加申し込み 砥部町役場 ・ 企画課

砥部料理>

健太郎(亀の井別荘総支配人)
乾 司 (湯布院空想の森美術館主)
勝 彬(奈良ま ちづく り センタ一理事長)
定 則(川之江市福祉事務所長)

徹 (五十崎町町づく り シンポの会 世話人)

健(NHKチーフアナウンサー)

谷
見

原

西

岡

時
所
催
援

程

日

場
主
後

日

密0 8 9 9-62-2323

徹志矢野伊予郡砥部町宮内261アートの里づくり会議事務局
麻襲、

�0899 -62 -3208 

!あの、集会の感動を、今再びあなたにグ!
�'90えひめ地域づくり活動者集会』の記録集、 刊行間近.ゲ

当まちづくり総合センターでは、昨年の2月27日、28日の両日、愛媛文教会館等を会場に、 えひめ
地域づくり研究会議及び(財)愛媛県市町村振興協会と共催1'90えひめ地域づくり活動者集会」に
ついて、現在、その感動を集約した記録集の編集に努めており、来る2月末日を目途に発刊を目指し
ています。

県外講師の諸先生方を始め、県内パネリストのと示唆に富んだ「地域経営・産業・景観・女性の世
界」からのご意見、 と、提言を、ここぞとばかりに紙面にぶつけ、皆様のと批評に供しますと共に、今
後の活動等の参考になればと思っております。

お楽しみに!!
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。楽しかったBONENパーティ オフラインレポート

百二­
Z一
円

陥W、『れ川w一時
AU
U

 

7ιv川

ヨ
ン

ーい
マ

ま
一ユ

4ノー
ヒ
庁出」」」

トワークネツ

普通
サ
ー

クル
活
動
と
言え
ば、
趣

味を
同じ
く
す
る人
達
が
同じ
所に
集

合し 、
行動
を
共に
す
る
事で
活
動
が

展
開
さ
れ
て
行き
ま
す
が 、
パ
ソコ
ン

通
信の
場
合
は
ちょっ
と
違っ
て
来ま

す。私た
ちの
場
合
は人
が一
ケ
所に
集

うとい
う
ス
タ
イル
で
はな
く 、
一
ケ

所に
あ
るホ
ス
トコ
ン
ピュ
ー

タ
ー

を

呼
出す
事で
活
動
が
展
開
さ
れ
てい
る

の
で
す。

会
員同
士
は、
コ
ン
ピュ
ー

タ
ー

に

寄せ
ら
れ
るメ
ッ
セ
ージ

か
ら人
柄や

趣
味に
共
感
を
感
じ
て
結ぼ
れ
て
ま
す

ので、
実は
まだ一
度もお
目にかかっ

た
事がない
と
い
う
ちょっ
と
変っ
た

関
係だっ
た
り
す
る
の
で
す。
(
笑)

で
も
私
た
ち
に
も
年
に
何
度か一
つ

の
場
所に
集う
イベ
ン
ト
を
持っ
て
ま

-Vol. 15・

Human Communicaticn & Nelwl":( 

亥三?竺; 

言量 三 三

，〆Ehime
Comput町
Coπlmunにatiol1
Club 

ターコミュニケーションク

し
て 、
通
常電
話
回
線上(
オン
ラ
イ

ン)
で
会う
場
合と
の
区別で 、
オ
フ

-フ
イaン
ム」

言わ
れ
る

集
会が乙

れ
に
あ
た
り

ま
す。すっ

か
り
前
置

が
長
くなり
ま

し
た
が 、
昨

年の
十
二

月二
十二

日(
土)
に

BONEN

 

に
ちょっ
と
工
夫を
し
て
み
まし
て

賜

;!

?の

さ

会
場の
中に
出
店をい
く
つか
作っ
て

ん
で
す
か!」
「
えっ
! 、

ひょっ
と

み
よ
う
とい
う
事に
な
り、
会
員仲間

し
て:::
さ
ん?」
とい
う
風に、
自

で
不
用
品
を
持
寄っ
て
い
た
だ
い
た

分の
イメ
ーッ
とピッ
タ
リ
の
方だっ

「ノ
ミ

の
市」
や 、
「
本
の
店」 、
ハ
ン

た
り、
あ
るい
は全
然
違っ
て
た
り、

カ
チ
や
Tシ
ャ
ツ
に
出
来る
「プ
リン

想
像
以上
にお
若い
方だっ
た
り、
老

卜
の
店」 、
「
ゲ
lム

やP
D
S
が
楽し

けてたり、
感激が
あっ
たり、
ちょつ

め
る
店」 、
「
占い
の
店」 、
カ
ラ
オ
ケ

とユ
ーモ

ラス
だっ
た
り
と、
乙
の
瞬

コ
ー

ナ
ー 、

「
喫
茶
店」
や
「お
菓子

聞の
醍
醐
味は
通
信を
し
てい
る
方で

の
店」
等が
出
来上
が
り
まし
た。

ない
と
ちょっ
と
理
解し
てい
た
だ
け

ない
か
も知
れ
ませ
ん。
(
笑)

会場の二
時
間とい
う
持ち
時聞は、

盛
況の
う
ち
に、
あっ
とい
う
聞に
過

ぎ
去っ
てし
まい
まし
た
が 、
こ
う
し

た
オフ
ライン
が
次
回
の
書き
込み
に

更に
打
解けた
雰囲
気を
出し 、
書
込

みへ
のパ
ネ
に
なっ
て
行く
訳で
す。

今
回
は、
ま
ち vつ
く
りセ
ン
タ
ー

の

山
本守口
ん、
宇
都
宮さ
ん
に
も
参加し

てい
た
だ
き
まし
たが 、
感
想
は如
何

でし
たか
j 。

f 

デ

パ
ー

ティ
ー
と
銘
打っ
て
そ
の
オ
フ
ラ

イン
イベ
ン
トが

松
山市
の
伊
予
鉄
福

祉
会
館で
行わ
れ
まし
た。

今
回
は
気
軽に
参加し
て
貰う
た
め

そ
れ
に
遊
び
の
要
素
も
取入
れ 、

ジャ
ン
ケン・
ゲ
lム

やビン

ゴ・
ゲ
lム

等
も
企画
し 、

新
し
い
会
員さ
ん
達に
も

大
勢
参加し
て
貰え
ま

し
た。乙

の
オフ
ライン

の
楽し
み
の一
つ
は、

何と
言っ
て
も
共
感を
感

じ
てい
る
そ
の
本人
と
出
会

え
る
事なん
で
す。
人
柄は判っ

てい
て
も、
お
目に
か
かっ
た
事

は
ない
の
で
す
か
ら
外
見が
ど
んな

人
な
の
か
判
り
ませ
ん。
そ
れ
ぞれ
自

分の
中で
イメ
ージ

を
広
げ
て
想
像す

る
事が
楽し
い
の
で
す。

そし
て
当
日
会
場で
ご
対
面と
なっ

『ノ
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[
だ
か
ら
自
由
を
取
り
戻
す・・・
パ
ザ
l

ル]

湯
布
院
戦
略
/
第二
の
キ
ー

ワ
ー
ド

は 、
『バ
ザ
ー

ル』
で
す 。
そ
の
原
理
は
ビ
ジ
ョ
ン
・
イ
メ
ー

ジ
が

示
す
よ
う
に・: 、
『バ
ザ
l

ル
(
市
場)
が
あ
る
か

ら 、
文・
物
が
移
出
入
し 、
ム
ラ
が
世
界
に
つ
な
が

る 。
そ
れ
が
ム
ラ
の
消
費文
化を
豊
か
に
し 、
生
産

文
化
を
活
性
す
る・:』
乙
と
だ
と
思
い
ま
す 。

し
か
し 、
乙
の
キ
ー

ワ
ー
ド

(
原文
で
は
「
旗」

と
呼
び
ま
す)
を
説
か
れ
る
中
谷
さ
ん
は 、
『
だ
か

ら
自
由を
取
り

戻
す 。
鎖
を
切っ
て
大
航
海
に
出
る

の
だ:・ 。
ゆ
き
先
は
「パ
ザ
l

ル」
。

港
の
市
場 。』

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
て 、
ど
う
も
私
た
ち

間三喰

が
思
う
「パ
ザ
l

ル」
と
は
違
い 、
そ
の
一
γ
吋
泊

TV品ナトヴ

意
味
は
深
く
広
い
よ
う
で
す 。

不
許

つ
ま
り、
こ
の
「
:

だ
か
ら」
に
は 、
一い
丸
山

あ
の
大
航
海
時
代
に
対
応
し 、
新
し
い
文

庶民

化を
創
造
し
た
豊
後
の
人
た
ち
の
活
力を、
『
自
由

だ・:』
と
捉え
ら
れ
た
と
視
る
べ
き
あ
り 、
乙
れ
を

阻
む
マ
テ
ガ
イ
の
鎖を
断
ち 、
今
迎え
る
大
航
海
時

代を
乗
り

切
ろ
う 。
そ
の
ゆ
き
先
が
『パ
ザ
l

ル』

と
の
提
唱
だ:・
と
考え、
「
自
由
H

パ
ザ
l

ル」
と

思
う
か
ら
で
す 。

ま
た
そ
れ
は 、
「
農
業
は
本
質
に
夢
と
変
化
を
は

ら
ん
で
い
る 。
決
し
て
土
壌
にへ
ば
り
つ
い
て
変
わ

ら
な
い
も
の
で
は
な
い 。
食べ
も
の
と一
緒
に
活
々

と
変っ
て
ゆ
く
も
の
な
の
だ 。
農
業
が
地
球
の
大
地

を
閥
歩
し 、
海を
走
り、
砂
漠を
越え
る
自
由を
失つ

減額字、

た
時
か
ら 、
マ
チ
ガ
イ
が
始
ま
っ
た:・」
と
さ
れ
る

前文
が:・ 、
例
の
『
食文
化
フ
ェ
ア
/
ザ
ピ
エ
ル
が

も
た
ら
し
た
も
の:・』
か
ら

学
ん
だ
と
さ
れ
る 、
食

べ
も
の
(
料
理)
と
農業
の
変
身・
発
展
の
セ
オ
リ
ー

に・: 、
文
・

物
交
流
の
『
パ
ザ
l

ル』
を
視
ら
れ
た

か
ら
だ:・
と 、
読め
る
か
ら
な
ん
で
す 。

門
こ
れ
で
よ
い
の
か・
:

町
の
地
域
市
場]

乙
う
な
る
と 、
湯
布
院
戦
略
/パ
ザ
l

ル
を
紹
介

す
る
の
は 、
と
て
も
難
し
く
て
怖
い
ん
で
す 。
そ
乙

で 、
乙
の
稿
は
極
力 、
中
谷
さ
ん
の
原文
を
追
う
管

剣勝、

そ
し
て 、
乙
の
物
差
し
を
尺
度
託 、
「:・
そ
の
星

の内
、、

ム
ラ
の
中
で
作
ら
れ
た
も
の
は
ど
れ
と
ど
れ

だ
?

大
根
・

卵・
鰻
頭
・

鯉・:」
等
々
と
数え
ら
れ 、

「・:
そ
の
うち
か
な
り
の
も
の
は 、
よ
そ
の
卸
市
場

を
廻
り
ム
ラ
に
戻っ
て
く
る」
と 、
そ
の
実
態
を
示

さ
れ
て 、
「
つ
ま
り
は
星
の
数
ほ
ど
の
モ
ノ
を
移
入

し 、
指
で
数え
る
ほ
ど
の
モ
ノ
を
移
出
し
て
ム
ラ
の

生
活
は
成
立
っ
て
い
る 。
生
活
は
そ
う
だ
し 、
役
場

の
財
政
も
自
前
は
やっ
と
三
分
の
つ
三
分
の
二
は

園
か
ら
の
オ
メ
グ
ミ

金
だ:・」
と 、
湯
布
院バ
ザ
ー

ル
の
現
状
か
ら
問
題
提
起
を
さ
れ
ま
す 。

見
と
し
て 、
読
書
の
と
判
読
を
期
待
し
ま
す 。
な
お

そ
の
鍵
は 、
『
引
力
の
関
係
で
町
を
み
る
の
が
「パ

ザ
l

ル
の
思
想」
だ・:』
と
さ
れ
る
言
葉
で
す 。

と
も
あ
れ 、
そ
の
第一
章
は 、
湯
布
院パ
ザ
l

ル

の
現
状
と
問
題
提
起
で
す 。
ま
ず
「
町
の
中
に
は
市

場
が
あ
る 。
市
場
に
は
肉
が
あ
る 。
酒
落
た
ブ
ラウ

ス
が
あ
る・:」
等
々
と 、
各
種
の
商
品
を
列
挙
さ
れ

て 、
そ
れ
ら
は
「:・
星
の
数
ほ
ど
あ
る 。
金
さえ
あ

れ
ば
何
で
も
買え
る 。
だ
か
ら金
が
必
要
な
の
だ・:」

と 、
町
と
そ
の
経
済
に
お
け
る
基
本
的
な
パ
ザ
l

ル

存
在
の
意
義
と 、
金
と
は
何
か
を
解
か
れ
ま
す 。

門
ニ
つ
の
本
性
を
活
か
す
パ
ザ
l

ル
戦
略〕

第
二
章
は 、
地
域
市
場
/パ
ザ
l

ル
の

本
質
の
絵
解
き
で
す
が:・ 、
ま
ず
「
市
場

に
は
星
が
あ
る。
ユ
メ
が
あ
る。
な
ん
で

も
あ
る 。
世
界
中
のユ
メ
を
テ
レ
ピ
が運
ぶ 。
家
の

テ
ー

ブ
ル
ま
で
出
前
し
て
く
れ
る・:」
と 、
象
徴
的

パ
ザ
l

ル

効果をリ
l
ド

に 、

子供
たち
と
い
う
ピュ

ア
!

な
未
来
鏡
で 、
バ
ザ
l

ル
を
必
然
さ
せ
る:・
リ

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル
な
引
力
の
世
界
と 、
そ
の
多
元
性を

映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す 。

「子
供
た
ち
は
何
で
も
知
っ
て
い
る。
市
場
の
こ

と
も 、
家
の
乙
と
も 、
移
出
移
入
の
風
景
も 。
人
び

と
の
働
き
も 、
暮
ら
し
も・: 。
子
供
たち
の
原
風
景

は
ハ
イ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
並
に
精
確
だ 。
そ
乙
は
市
場
の

風
景
が
く
っ
き
り
と
映っ
て
い
る 。
異
国
の
船
が
出
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這
入
り

す
る 。
子
供
た
ち
の
眼
はパ
ン
フ
ォ
ー

カ
ス

だ。
近
く
と
遠
く
を
同
時
に
み
る 。
子
供
た
ち
は
町

の
向
う
に
海
を
み 、
海
の
向
う
の
ム
ラム
ラ
を
み
る

:・」
と、
そ
の
営
み
や
動
き
も・:
映
像
さ
れ
ま
す 。

次
は 、
「ム
ラ
に
は
人
が
溢
れ
て
い
る 。
宿
泊
客 、

日
帰
り

客 、
ビ
ジ
ネ
ス
の
人、
別
荘
持
ち、
通
り
す

が
り
の
人。
住
ん
で
い
る
人
も
様
々
だ 。
去
年
か
ら

住
ん
だ
人、
五
年
目
の
人、
大
昔
か
ら
の
人。
仕
事

も
様
々 。
米つ
く
り
・

散
髪
屋
・

会社員・:」
等
々 。

「・:
さ
ら
に
ム
ラ
の
中
に
勤
め
る
人、
マ
チ
に
通
勤

す
る
人、
市
場
の
客
も 、
地
元
の
人、
旅
の
人、
そ

の
中
聞
の
人、
そ
の
他
色
:々・」
と 、
パ
ザ
l

ル
活

動
形
成
の
主
体。
ム
ラ
に
溢
れ
る
人
び
と
の
多
様
性

と
動
態
的
な
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
ま
す 。

そ
し
て 、
「ム
ラ
の
人
も
マ
チ
で
買
い 、
マ
チ
の

人
もム
ラ
で
買
う:・」
と、
パ
ザ
l

ル
契
機の
リ
ン

ク
的
な
流
動
性
を
挙
げ
ら
れ
て 、
多
元・
多
様・
動

態
が
生
み
出
す
変
化
や
混
沌
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え 、

「
市
場
に
は
星
が
あ
る 。
ユ
メ
が
あ
る 。
な
ん
で
も

あ
る:・」
を
創
造
す
る
柔
軟
性
を
暗
示
さ
れ 、
そ
れ

を
『
ア
メ
ー

バ
!

の
よ
う
に
伸
縮
自
在
で 、
C-
G

(
コ
ン
ピュ
ー

タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク)
の
よ
う
に

変
幻
自
在
な
も
の:・
そ
れ
が
地
域
市
場
/パ
ザ
l

ル

だ』
と 、
そ
の
本
質
は 、
『
自
由』
と
喝
破
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す 。

乙
乙
に 、
あ
の
大
航
海
時
代
の
教
訓 。
得
体
の
知

れ
な
い
異
文
化
と
の
厳
し
い
遭
遇
を:・ 、
新
し
い
文

化
創
造
に
変
換
し
た
「
文
・

物
交
流」
と、
そ
れ
を

可
能
に
し
た
人
び
と
の
活
力
の
源
泉
/「
自
由」
を:・

あ
わ
せ
も
つ
『パ
ザ
l

ル
の
本
質』
乙
そ 、
乙
の
時

代
的
課
題
/
「
何
か
が
道
を
や
っ
て
く
る:・」
を
克

服
す
る
唯一
の
方
策
だ
と、
湯
布
院
『パ
ザ
l

ル
戦

略』
が
選
択
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
ん
で
す 。

門
引
力
関
係
で
視
る
/
パ
ザ
l

ル
の
思
想
〕

第
三
章
は 、
パ
ザ
1

ル
戦
略
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ

り:・ 、
そ
の
ま
ま
「
町*つ
く
り
の
思
想
と
視
点」
を

説
く
も
の
で
す
が 、
ま
ず
述べ
ら
れ
る
の
は 、
バ
ザ
ー

ル
が
よっ
て
立
つ
ベ
l

ス 。
町
の
捉
え
方
で
す 。

「一
体
乙
の
町
を
構
成
し
て
い
る
の
は
誰
だ
?

町

の
人
?

町
の
人
と
は
誰
だ
?

住
民
票
の
あ
る
人
?

通

勤
し
て
い
る
人
?

お
金を
落と
し
て
く
れ
る

観光客?

・:」
等
々
と
挙
げ
な
が
ら 、
「・:
モ
チ
ロ
ン
そ
の
全

員
で
す 。
乙
の
町
に
拘
わ
る
全
部
の
人 。
乙
の
町
に

こ
な
く
て
も 、
マ
チ
の
市
場
で
町
の
産
物
を
買っ
て

く
れ
る
人。
そ
れ
に
ご
先
祖
た
ち
ゃ 、
世
話
に
なっ

た
方
々
が 、
シ
ツ
カ
リ
と
わ
が
町
を
構
成
し
て
く
れ

る
の
だ・:」
と、
時
間
と
空
聞
を
超
え
て
つ
な
が
る

人
を
もっ
て 、
『
人
が
町、だ・:』
と
さ
れ
ま
す 。

さ
ら
に 、
「
総
て
の
町
は
歴
史
とパ
ザ
l

ル
と
に

貫
か
れ
て
い
る
(
難
し
い
が
判
る
よ
う
な
感
じ:・) 。

過
去
に
つ
な
が
り 、

地
球
に
広
が
っ
て
い
る 。
だ
か

ら
町
は
自
由
で
複
雑
な
の、だ:・」
と、
町
の
本
性
を

『
生
き
も
の』
と
捉
え
る
視
点
を 、
説
か
れ
て
い
る

よ
う
で
す 。

そ
し
て 、
乙
う
し
た
町
の
本
性
を
捉
え
た
町
づ
く

F騰、
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り
な
ら・: 、
「
自
由
で 、
複
雑
で 、
変
容
し
続
け
る

町
を
捉
え 、
設
計
し 、
創
り
あ
げ
て
ゆ
く。
そ
の
視

点
は 、
パ
ザ
l

ル
を
見
据
え
て
い
る
は
ず
だ 。
港
か

ら
港へ 、
或い
は
駅
か
ら
駅へ 、
過
去
の
歴
史
の
か

か
わ
りへ・:」
と
見
え
る
か
ら:・ 、
『ム
ラ
は
地
球

の
星
だ 。
地
球
の
上
にパ
ラ
撤
か
れ:・ 、
お
互
い
の

引
力
で
結
ば
れ
て
い
る 。
そ
の
関
係
が
壊
れ
る
と、

ム
ラ
は
流
星
に
なっ
て
宇
宙
に
消
え
る 。
引
力
の
関

係
で
町
を
み
るの
が
「パ
ザ
i

ル
の
思
想」
だ
と
い
っ

て
よ
い:
」
が 、
判
る
は
ず
だ
と
さ
れ
ま
す 。

そ
乙
で 、
町づ
く
り
の
視
点
を 、
「
星
の
視
点
だ

か
ら
お
互
い
の
関
係
を
精
確
に
フ
カ
ン
し 、
計
測
し

て
そ
こ
か
ら
精
密
な
計
画
を
ひ
き
だ
す 。
そ
れ
が
町

づ
く
り
の
計
画
で
あ
る
は
ず
だ:・」
と
説
か
れ
た
上

で 、
だ
か
ら:・
「
よ
そ
者
か 、
地
元
か 、
観
光
か 、

農
業
か
と
い
っ
た
平
地
の
戦
術
的
発
想
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
地
域
計
画
は 、
ヨ
ソ
と
の
引
力
バ
ラ
ン
ス
が

計
算
さ
れ
て
い
な
い
か
ら 、
た
ち
ま
ち
流
星
消
滅
す

る・: 。
こ
の
よ
う
な
あ
た
り
前
の
乙
と
が 、
等
閑
視

さ
れ
る
の
は
利
害
が
町ゆっ
く
り

計
画
を
左
右
す
る
こ

と
が
多い
か
ら
で
は
な
い
か
?
そ
ん
な
乙
と
を
し
て

い
る
と、
マ
タ
ヒ
ト
ツ
星
ガ
消エ
テユ
ク・:」
と、

厳
し
く
警
告
さ
れ
て:・ 、
結
ぼ
れ
て
い
る
ん
で
す 。

こ
う
見
て
き
ま
す
と、
乙
乙
三
O
年
の
湯
布
院
/

町"つ
く
り

活
動
は:・ 、
あ
の
牛一
頭
牧
場、
あ
の
小

さ
な
星
空
のコ
ン
サ
ー
ト 、
あ
の
湯
布
院
映
画
祭 、

あ
の
温
泉
館 、
あ
の
J
R
駅
舎
等
々 。
み
ん
な
乙
の

「パ
ザ
l

ル」
へ
の
積
み
上
げ
の
よ
う
で
す
ネ 。

f概晩、
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側
愛
媛
県
ま
ちゃ
つ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー

-
は
じ
め
に

ζ

の

集

会

は
、

去

る

平

成
二

年

十
二

月
一

自

に

『

え

ひ

め

地

域"
つ

く

り

研

究

会

議
』

年
一

回

の

「

総

会

に

代

わ

る

集

会
」

と

し

て

行

わ

れ

た
。

通

常

よ

く

見

ら

れ

が

ち

な

形

式

だ

け

の

総

会

行

事

な

ん

か

や

め

て

し

ま

え

!

と

い

う

声

に

後

押

し

さ

れ
、

収

支

決

算

や

収

支

予

算

な

ど

は

文

書

評

決
に

留

め
、

と

に

か

く

会

員

の

皆

さ

ん

の

H

お

祭

り

広

場
u

的
な

感

覚

で

も
っ

て
、

ひ

と

り

で

も

多

く

の

会

員

が

集

ま

り
、

そ

れ

ぞ

れ

の

地

域

の

状

況
、

悩

み

を

語

り

合

う

よ

う

な・
:
、

会

員

の

交

流

の

場

の

セ

ツ

テ

ィ

ン

グ

が
、

「

ら

し

く

な
い

総

会
」

と

い

う

乙

と

で
、

祭

り

磯

子

が

鳴

り

響

'LV
J7'
 

会

の

持

ち

方

に

し

て

も

昨

今

流

行

の

シ

ン

ポ

や

フ

ォ

ー

ラ

ム

と

も

違

う

仕

組

石

フE

英

i
 
l

 
--，，
 

み

が

と

ら

れ
、

と

に

か

く

小

難

し

い

話

は

や

め
、

聞

く

だ

け

の

シ

ン

ポ

で

も

な

い
、

み

ん

な

が

主

役

で
、

本

音

の

言

葉

で

お

し

ゃ

べ

り

を

す

る
。

み

ん

な

が

し

ゃ

べ

る

ぞ

!

と

い

っ

た

仕

組

み凶
つ

く

り

が

取

ら

れ

た

の

で

あ

る
。

話

の

切

り

口

役

と

い

う

乙

と

で
、

お

願
い

φ守

し

た

登

壇

者

の

方

々

も

至
っ

て

と

く

普

通

の

生

活

者
、

自

ら

の

地

域

で

愉

し

く
、

イ

キ

イ

キ

と

生

活

さ

れ

て

い

る

方

(

土

の

匂
い

の

す

る

人
)

ば

か

り

で
、

テ

ー
マ

の

『
い

ま
、

地

域

の

暮

ら

し

が

本

当

に

求

め

て
い

る

も
の

は

伺
か
』

に

ぴ
っ

た

り
。

要

は
一

人
一

人

が
、

自

分

の

地

域

で

の

生

活
・

暮

ら

し

と

い

う

も

の

を

も

う

一

度

見
つ

め

直

し
、

大

ト

ウ

キ
ョ

ウ

の

と

く
一

部

の

価値観
じ

ゃ

な
い
、

都市
・

い

な

か
・

自

然
・

環

境

と

い

っ

た

も

の

に

つ

い

て
、

よ

り

具

体

的

な

身

近

な

話

し

合
い

が

で

き

れ

ば

と

の

ね

が

い

が

あ
っ

た
。

さ

て

本

番

は

伺

如

だ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か
:・

?

-
く
る
ま
座
談
義
ー
よ
り

《

愉

し

い

田

舎
・

新

し

い

暮

ら

し
・・・

》

丹

原

町

「

ち

ろ

り

ん

農

園
」

西

川

則

孝

さ

ん
、

内

子

町

「

か

わ

せ

み

の

主

人
」

の

福

岡

忠

史

さ

ん
、

中

島

町

「

陶

芸

家
」

の

武

田

洋

子

さ

ん

を

含

め

た

参

加

者

約
二

十

五

名

炉
、

田

舎

の

暮

ら

し

に

つ

い

て

:
、

あ

ま

り

よ

く

言

わ

れ

な

い

田

舎

の

生

活、

さ

ら

に
、

住

ん

で
い

る

人

達

自

身

に

あ

き

ら
め
ム

ー

ド

の

漂

う

現

実
の

な

か

で
、

本

当

の

田

舎

の

生

活

を

見

直

し
、

自

分

の

田

舎

に

自

信φ伊」

持

ち

ま

せ

ん

か
?

と
い
っ

た

議

論

が

な

さ

れ

た
。

三

人

の

切

り

口

者

た

ち

の

共

通

項

か

ら

見

え

て

き

た

乙

と

は・..

 

地

域

と

の

関

わ

り

の

な

か

で
、

愉

し

い

暮

ら

し

を

自

分

の

乙

乙

ろ

か

ら

求

め

よ

う

と

し

て

い

る
。

大

都

会

で

の

生

活

を

経

験

し
、

失
い

が

ち

な

自

分

と

い

う

も
の

を
:・
、

自

分

を

表

現

す

る

方

法

と

し

て

も

の

+そ

っ

く

り

だ

し

て

い

ヲ。。
勿

論
、

社

会

の

流

れ

の

な

か

に

身

を

お

く

乙

と

の

ほ

う

が

簡

単

で
、

一

番

や

さ

し

い

生

き

方

で

は

あ

る

が
、

乙

乙

ろ

が

満

た

さ

れ

る

は

ず

が

な

い
、

自

ら

の

殻

を

破

り
、

本

当

の

自

分

と

い

う

も

の

を
、

自

分

の

落

ち

着

き

場

所

を

求

め

る

努

力

の

大

切

さ

は
、

ど

乙

に

住

ん

で

い

て

も

同

じ

な

の

で

あ

る
。

く る ま座 I の様子です。
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-
く
る
ま
座
談
義
E
よ
り

《
都
市・
ま
ち・
暮
ら
し・:
》

松
山
市
の
井
門
照
雄
さ
ん 、
八
幡
浜

市
の
岡
崎
直
司
さ
ん 、
松
山
市
のジ
ル・

ピ
ノ
さ
ん
ら
と
約二
十
名
の
面
々
に
よ

る
都
市
空
間
談
義
で
あっ
た 。

都
市
と
は一
体
な
ん
だ
ろ
う
!

た
だ

の
利
便
性 、
合
理
性
だ
け
の
空
聞
に
追

わ
れ
て
い
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か 。

もっ
と、
生
活・
暮
ら
し
の
観
点
か

ら 、
H

都
市H
を
見
ま
せ
ん
か 。

と
い
う
乙
と
で 、
マ
ン
ホ
ー

ル
か
ら 、

街
の
地
域
性・
文
化
を
探っ
た
り 、

生

活
の
匂
い
の
プ
ン
プ
ン
す
る
商
店
街 "つ

く
り
毎
中
心
と
し
た
愉
し
い
仕掛
け 、

い
く
ら
都
会
で
も 、
生
活
す
る
も
の
の

生
き
づ
く
よ
う
な
街
を・: 、
都
会
の
猿

雑
な
と
乙
ろ
か
ら 、
都
会パ
ワ
l

の
詮

索
が
な
さ
れ
た 。

-
く
る
ま
座
談
義
皿
よ
り

《
自
然
と
環
境
と
暮
ら
し・・・
》

久
万
町
の
主
婦 、
甲
斐
芳
子
さ
ん 、

肱
川
町
「
四
国
肱
川
皆
農
塾」
の
坂
根

修
さ
ん 、
松
前
町
の
翠余「
も
に
こ
ど」

経
営
の
三
好
道
子
さ
ん
を
交
え
た 、
約

二
十
名
が 、
自
然
と
の
共
生
の
な
か
で

い
か
に
暮
ら
し
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か:・
?

談
義
で
あっ
た 。

三
人
と
も
自
然
と
の
つ
き
あ
い
の

な
か
か
ら 、
ビ
ジ
ネ
ス
を
も
ち、
そ
れ

が
ま
た
生
活
と
も
結
び
つ
い
て
い
る 。

非
常
に
正
直
に
自
分
の
考
え
た
乙
と
を

即
実
行
に
移
し
な
が
ら
も 、
あ
る
部
分

の
接
点
か
ら
地
域
社
会
に
も
働
き
か
け

を
し
て
い
る 。

乙
れ
は 、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
言
葉

と
い
う
も
の
を
もっ
て
い
る
か
ら
乙
そ

で
は
あ
る 。

-
お
祭
り
広
場
か
ら

い
よ
い
よ
本
番
!

酒
は
で
な
い
が 、
み
ん
な
の

H
お
祭

り
広
場M
み
ん
な
が
話
し
合
い
の
舞
台

に
あ
が
り 、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
地
域

の
暮
ら
し
が
本
当
に
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
は
何
か:・
?

の
フ
リ
l
ト
l

キ
ン

Hノ 。進
め
役
泣
か
せ
の
乙
の
お
祭
り 、
ご

存
じ
我
ら
が 、
シ
ン
ちゃ
ん
とコ
ン
ちゃ

ん
に
よ
る 、
漫
才
芸
人
の
独
演
会
の
如

く
は
じ
ま
り
ま
し
た
が 、

さ
て 、
結
果
は

〆薦、

『い
ま 、
地
域
の
暮
ら
し
が
な
く
なっ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
!
ど
う

も 、

高度経済成
長
の
な
か
で
ト
ウ
キヨ

ウ
よ
り
の
物
の
考
え
方
し
か
で
き
な
く

な
り 、

以
前
に
は
あっ
た
は
ず
の
都
会

の
役
割・
い
な
か
の
役
割
が
な
く
なっ

て
い
る 。
良
い
も
の
は
良
い
と
い
え
る

価
値
観H
自
信
を
み
ん
な
に
もっ
て
ほ

ノ、O
IL
-v

 

そ
の
た
め
に
も 、
い
ま 、
改
め
て

n
地

域
で
生
き
る
!

暮
ら
す
!u
と
い
う
乙

と
を 、
乙
の
場
で
考
え
て
ほ
し
い 。』

乙
ん
な
投
げ
掛
け
の
な
か
で 、

始まっ

た
広
場
は 、
社
会前つ
く
り
の一
番
小
さ

な
単
位
の
家
族
談
義
か
ら 、
乙
ど
も
の

教
育
談
義へ
と
定
り 、

『
す
と
く、
模
範
的
な
話
ば
か
り
で 、

き
れ
い
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
?

確
か

に
田
舎
の
暮
ら
し
に
は
憧
れ
る
し 、
い

い
と
は
思
う
が 、
現
実
的な
話
に
は
なっ

て
い
な
い 。
乙
の
場
は 、
もっ
と
現
実

の
中
か
ら 、
疑
問
に
感
じ
る
乙
と
や 、

怒
り
と
思
う
乙
と
を
ぶ
ち
ま
け
る
場
で

も
い
い
ん
で
は
な
い
か
な
l』

と
の
意
見
か
ら 、
都
市
の
な
か
の
問

題 、
看
板
の
乱
立
や
騒
音
問
題
談
義へ

と

問、
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さ
ら
に 、
本
音
の
話
が
チ
ラ
チ
ラ
と

表
れ
て
き
た
第
四
コ
ー

ナ
ー

で
は 、

『
い
ま
ま
で 、
行
わ
れ
て
い
る
w

ま
ち

づ
く
り・
む
ら
づ
く
りH
と
い
わ
れ
る

も
の
は 、
本
当
の
ま
ち
づ
く
り
な
の
だ

ろ
う
か
?

地
域
の
人
た
ち、
一
人一
人
が 、
ピ

カ
ツ
と
光っ
て
い
な
く
て
は
い
け
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
!

た
だ 、
一
人
や二
人

の
優
秀
な
人
た
ち
だ
け
が
「
ま
ち
づ
く

り
だ
!

ま
ち "つ
く
り
だ
と
!」

と
叫
ん

で
み
て
も 、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ん
じゃ

な
い
か
?

普
通
の

牛藷者
の
人
た
ち
が 、

主
役
に
な
る
よ
う
な:・ 、
そ
ん
な 、
ま

ち・
む
ら
お
乙
し
を
願
い
た
い 。』



「
現
社
会の
な
かに
は、
怒
り
を
ぶ

ち
ま
け
る
場
所が
な
く 、
不
思
議だ
と

思
うこ
と
や 、
本
当のこ
と
が
自
由に

議
論で
き
な
い、
精
織なシ
ス
テム
が

存
在し
て
い
る
か
らで
あ
る。

もっ
と
自
由に
も
の
の
言え
る
社
会

を・・・。』
な
か
な
か、
シ
ビ
ア
な
意
見が
出
始

め
て
か
ら、
いつ
も通
り
打
ち
止め 。

-
思
索
の
森
か
ら

愉し
かっ
た
お
祭
り
か
ら、
思
索
の

精
気に
触
れ 、
明日
の
現
実に
向か
う

た
め
の
元
気の
糧を:・という乙と
で 、

山
形
県
の
片
田
舎で
季
節住
民と
し
て

半
端
住民に
な
り
す
まし 、
爺
ちゃ
ん

婆
ちゃ
ん
の
話に
耳を
傾け
る
高
橋義

夫さ
ん
(
作
家・
体験エ
ッセ
イス
ト)

の
『
あ
る
と
こ
ろに
お
爺さ
ん
と
お
婆

さ
ん
が
おっ
た
ん
じ
ゃ
1』

の
H臼

本

音ぱ
な
しH
まが
り
の
は
じ
ま
り
は
じ

ま
り・・・

東
京
生
ま
れ
の
東
京
育
ちで
あ
り
な

が
ら、
日
本
全
国の
「
田
舎め
ぐ
り」

と
い
う
か、
過
疎と
呼
ば
れ 、
人
の
住

ま
な
く
なっ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
ば
か
り

を
巡
り
な
が
らの
作
家生
活。

い
な
か
と
は・:
ど
う
し
て
も 、
歳の

とっ
た人
た
ち
(
中
年)
の人
た
ちに

生
活し
や
す
い
よ
う
に
設
定さ
れ
て
い

て、
若い人
た
ち
は
住み
に
く
い
世
界

で
あ
る。
村
の
中
で
い
ま
の
若い
奴
は

元
気が
な
い、
元
気が
な
い
と
嘆い
て

み
て
も 、
上
に
おっ
かない人
がい
て、

その人
た
ち
の
価
値
観で
も
の
ご
と
を

図る
の
だ
か
ら:・ 、
若い人
に
元
気が

で
る
わ
け
が
な
い。

自
分た
ち
の
力を
表
現す
る
た
め
に

は、
もっ
と
もっ
と
自
分た
ちのレベ

ル
を
知
る
作
業が
必
要で 、
他の
も
の

た
ち(レベ
ル
の
高い)
と
磨り
あ
わ

すこ
と
に
よっ
て、
自
分た
ち
の
実
力

を
あ
げ
た
り、
自
分た
ち
の
表
現方
法

が
わ
か
る
の
で
あ
ろ
う!

東
京と
は・

、
「地
方と
東
京を
対

比
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い、
東
京

は
日
本
中
の
地
方
の人
た
ち
の
集ま
り

で
あ
り、
自
分の
故
郷で
は
やっ
て
は

い
け
な
いζ
と、
や
る
と
まず
い
よ
う

な
乙
と
を
やっ
て
いる人
た
ち
の
集ま

り
が
大
東
京で
あ
る。」

と
いっ
た
仮
定
は
非常に
面
白かっ

た。私
た
ち
が 、
ま
ち 。つ
く
り
の
先
進地

と
し
て、
恐
れ
多
い
山
形
県
西
川
町で

も 、
現地
の
生
の
声と
し
て
は、

H
村

お
こ
さ
れH
と
集
落の人
た
ちが
呼ぶ

らし
い
現
実!

『
行
政
主
導の
地
域 ゆっ
く
り
は、
ど

乙
で
話を
聞い
て
も
同じ
(ボキャ
ブ

ラリー
が
同
じ) 、
東
京
の
広
告代理

店の人
と
話を
し
て
い
る
よう
な
もの

だ
!』

何が
本
当の
暮
らし
な
の
だ
ろ

う
か
?田

舎に
は、
どこ
で
住ん
でいて
も 、

ふつ
う
の人
で
あ
れ
ば
感じ
る
はず
の

『
そと
に
居る
と
気
持ちが
よ
く
な
る。

ホッ
卜

す
る
よ
う
な
感
覚』
が
あ
る。

そん
な
暮
らし
ぶ
り
を
求め
る、
高

橋さ
ん
の
お
話
は、
まさ
に
背
の
お
伽

話で
あ
る
か
の
よ
う
で
あっ
た。

-
お
わ
り
に

企画
か
ら
実
施まで
ほ
ん
の一
カ
月

余り
の
仕
掛
けに
て、
多
方
面の人
た

ちに
と
迷
惑を
お
掛けし
な
が
ら
も
無

事に
ど
う
に
か乙
う
に
か、
や
り
終え

は
し
まし
た
が 、
な
に
せ
事
務
局
側の

打
ち
合せ
不
足
に
て、
会
場の
設
営 、

時
間
配
分に
て
多くの
ブ
l
イン
グ
が

起こっ
た
乙
と
遺
憾で
あ
り
ま
す・・ 。

が 、
集
う
場の
設定に
は
成り
得たし 、

顔
を
会わ
す
乙
と
の
大切さ
を
今一
度

再
確
認!
そ
れ
ぞれ
の
地
域に
帰つ
て

の
元
気の
もとになりえたのでは:・?

乙
の辺
り
で
お
許し
を・・・ 。
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;t oめ越訴づぐ ク研究会罫

活 動 日 誌 (1989. 11 . 1�1990 . 10 .31) 

1989. 1 1 .  11 八西地区地域づ く り 交流集会. . . ・ H ・ . . . ・ H ・ H ・ H ・ -瀬戸町 「 ブ リ ー ズハ ウ ス 」
1 1 . 25 第一回運営委員会. . . . ・ H ・ - … . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . 道後保護所 え ひめ
1 2 . 15 舞た う ん (V0L14 ) 共刊

1990 . 1 . 13 第二回運営委員会… . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . 文教会館

2 . 15 舞た う ん (V0L 15) 共刊

2. 27�28 1 '90 えひめ地域づ く り 活動者集会J . . . . ・ H ・ . . . . … : ・ … ・ 文教会館
一 道後保養所 えひめ

3. 20 第三国運営委員会. . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . .城川町 「宝泉坊 ロ ッ ジ」
4 . 15 舞Tこ う ん (VOLI6) 共刊
4 . 26 宮本俊ー さ ん を囲む会. . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - 文教会館

5 . 19 第四国運営委員会. . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - え ひめ共済会館

6 . 8 事務局打 ち合せ会. . . ・ H ・ . . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - ま ちづ く り 総合セ ン タ ー
6 . 15 舞た う ん(V0L17) 共刊

7 . 14� 15 第四国運営委員会及び… . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ - …玉川町 「国民宿舎玉川荘」

8 . 15 

9 .  1 

9 . 14 

9 . 16 
10 .  9 

1 0 . 12 

10 . 15 

10 . 15  

10 . 20 

10 . 23 

10 . 23 

10 . 29 

「地域づ く り 研究サ ロ ン」
舞た う ん (VOL I8) 共刊

第五回運営委員会. . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . … ・ え ひ め共済会館
事務局会議・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ えひめ共済会館
いわ ぎ村づ く り シ ャ ペ リ ン グ・ H ・ H ・ . . … … … …岩城村 開発総合セ ン タ ー
運営委員推薦委員会. . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - え ひめ共済会館

「総会l乙代わ る 集会」 検討会 ( 中予) . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ - ・ えひめ共済会館

舞た う ん (VOL I9) 共刊

「総会に代わ る 集会」 検討会 (南予) . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . 内 子 町
「総会に代わ る 集会」 検討会 (東予) … . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - 新居浜市

第六回運営委員会. . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ - … . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - え ひめ共済会館
運営委員推薦委員会… . . . . ・ H ・ . . . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ H ・ H ・ - … ・ え ひめ共済会館

「総会に代わ る 集会」 事務局打 ち合せ会… . . . ・ H ・ . . . . . ま ちづ く り 総合セ ン タ ー
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えひめ地域づ く り 研究会議

1 990年次 収支決算報告書 (1989 . 1 1 . 1-- 1990 . 10 . 31 ) 

<収入の部>

科 目

鍋 鍍 金

会 費

参 加 費

鰻 収 入

針

決.. (A) 予覧観 ( B ) A- B 

醐. 3ω S舗.3関 。

総5. 000 1. 4鍋. ω。 企 鎚4. ∞。

。 3ω.0ω ð. 300.0ω 

180.706 ι 図1 176. 015 

1， 972. 015 L鑓0.0伺 ð. 飽1認5

{収λ決算額 支出決JJ.】
1. 釘2.015円 732. 468円

内 民

' 89年次- 84人 お2. 0∞
' 90年次- Zll人 飽3， 0ω

預金利息 9. 166 
自治体学会僅助 128.“自
� ンポ報告集売上 43. 1ω 

{錐.金額〉
1.2:抱. 547円

【単位 : 円}

<支出の部>

科 自 決算額 (A) 予算額 ( B )

健 会 費 205. 150 350. ω。

情報誌
。 198. 的。

発行責

事萄局費 275. 103 おO. ωa

研究会
舗. !03 600.000 

事業費

全県交流
。 割畑. 0ω

集会費

印 刷 費 157.011 由同'. 0ω

予 備 貸 。 幻1. 400

計 官2. 468 L 錫0. 0ω

1 99 1 年次 収 支 予 算 書 (1990. 1 1 . 1-- 1991 . 10 . 31 )

<収入の部> <支出の部〉

l銅1年次 間関年次 1991年次 1弱。年次
科 目 予算額 (A) 予算額 ( B ) A- B 内 侠 科 目 干.. (A) 予算書置 ( B )

組 . 金 1，2:淘. 547 抗措. 3ω 333. 138  

. 会 費 400. 由加 350. 0ω 

' 91年次分 328名X3， OOO
会 費 1. 458. 000 1.449. 000 9. 00� {既年次来納分}

158名 X3， ∞。 情報誌
196. 300 l鑓. 6ω

発行費
参 加 費 。 3ω. 似施 ð. 300. 0ω 

事著書局貨 683，200 盟加. 制加

.. 収 入 2. 453  4.691 A 2. 2:抱
研究会

1， 110. 000 制問. 000
事業費

計 2. 河0， 制加 主 脱却. 000 伺， 000

治量産受託
現10.制問 調10. 000

{単位 : 円) 集会貸

印 刷 費 。 sω. 0ω 

予 鏑 費 。 2ll.4ω 

計 2. 7拘. ∞唱 乱 脈0. 0ω

27  

A - B 肉 訳

賢科代 147. 400 
ð. 1“.850 弁当代 認. 酎加

.lli'代など 箆. 布。

ð. 1紙 醐

運営要員会費 196.鈎S
指. 103 事窃凪費 78. 105 

研究ザロン 95.2ω 
企 鵠4. 797 (3/初 . 4126 . 7/14) 

編入

ð. 300. 000 

釜本計画シ ンポ 157. 012 
企 642.舗a 報告書作成費

ð. 211. 400 

ð.1.927. 531 

{単位 : 円}

A- B 内 訳

資科E富岡It zω.000 

会 喝 費 50.ω。
50. 制加 事 . It 切. 0ω

食 草署 費 鈍.000
組 費 10. ω。

a 1.800 lω円 X 忽Z人X 6 回

運営委員会 {年 S 図}

錦3，200 幅告集の印刷費
緒銀貨な ど

各種研究会
520. 制加 予備費な ど

。 東 ・ 中 ・ 甫予各地調 uω. ∞。

ð. 800.000 

ð. 211. 400 

伺. 脚

{単位 : 珂}



運 営 委 員 名 簿

氏 名 職 場 � 住 所
代表運営 岡 田 文 淑 内子町役場 ( 勤 ) 79ト 33 喜多郡内子町大字内子 甲780
委 員

若 松 進 一 双海町役場 ( 勤 ) 799 - 32 伊予郡双海町大字上灘甲5821
守 谷 和 久 側都市計画研究所 ( 勤 ) 799 - 01 川之江市妻鳥町144

運営委員 白 石 高 啓 ゅにて設計事務所 ( 勤 ) 792 新居浜市港町16 - 20
松 本 勝 之 西条市役所 ( 勤 ) 793 西条市明屋敷164
村 上 寛 仁 生名村役場 ( 勤 ) 794 - 25 越智郡生名村621
井 村 雄三郎 自 営 ( 勤 )794 - 1 1  越智郡関前村岡村
高須賀 忠 篤 農協中央会松山事務所 ( 勤 )790 松 山市三番町 5 丁 目 13 - 6  
青 木 光 利 側林貌建築設計事務所 ( 勤 ) 790 松山市三番町 5 丁目6 -2三好 ビ、ル'301号
牧 秀 宣 農 業 ( 自 ) 791 - 02 温泉郡重信町北野田663
へ ロ ン久保田雅子 側パ ッ フ ォ ( 勤 )790 松 山市畑寺 3 丁 目 7 - 18
渡 漫 智 側痩媛県ま ちづく り総合セ ンター ( 勤 ) 790 松 山市道後一万1 - 2
渡 辺 浩 二 久万町商工会 ( 勤 )791 - 12 上浮穴郡久万町1回
宇都宮 栄 一 久万町役場 ( 勤 )791 - 12 上浮穴郡久万町大字久万町212
亀 岡 徹 亀岡酒造 ( 自 ) 795 - 03 喜多郡五十崎町大字平岡甲 1592 - 1  
弁 上 善 一 瀬戸町役場 ( 勤 )796 - 05 西宇和郡瀬戸町三机3003
藤 本 一 三 野村町役場 ( 勤 ) 797 - 12 東宇和郡野村町大宇野村12 - 619 
宮 本 清 幸 津島町役場 ( 勤 ) 798 - 33 北宇和郡津島町岩松甲471
金 原 徹 御荘町役場 ( 勤 ) 798 - 41 宇和郡御在町平域3063

事 務 局 近 藤 誠 東予市役所 ( 勤 ) 799 - 13 東予市周布349 ー l
山 岡 強 倒痩媛県ま ちづく り総合セ ンター ( 勤 ) 790 松山市道後一万1 - 2

News Letter 

まま

(動)0893 - 44 - 21 1 1  

(勤)0899 - 86 - 1 1 1 1  

( 勤 )0896 - 58 - 4535 

(勤 )0897 - 33 - 3028 

(勤)0897 - 56 - 5151 

(勤)0897 - 76 - 3000 

(勤)0897 - 88 - 2016 

(勤)0899 - 48 - 5620 

(勤 )0899 - 43 - 3797 

( 自 )0899 - 64 - 3960 

(勤)0899 - 76 - 6644 

(動)0899 - 25 - 5557 

(勤)0892 - 2 1 - 2061 

(勤)0892 - 21 - 1 1 1 1  

( 自 )0893 - 44 - 2201 

( 自 )0894 - 52 - 01 1 1  

(勤)0894 一 72 - 1 1 1 1

(動)0895 - 3 2  - 2721 

(勤)0895 一 72 - 1 1 1 1

(勤)0898 - 64 - 2700 

( 勤 ) 0899 - 25 - 5557 

今年 も 早や二月 。 巷間 では 、
、、東風吹かば 、 匂いお 乙 せ よ 梅

の花…H の季節にな り ま した 。
しか し 、 中東の風は 、 相変わ ら
ず嵐の様相 で・ ・ ・ 。

さ て今 回は 、 集落づ く り の活
動 と そ の展望について 、 考えて
みま し た 。

内容につ いての と意見 、 と感
績をお待 ち しています。

「舞 . tご う ん」 編集係
二人の新 し い M s .  ( 宇都宮 ・
毛利)
〒790

松山市道後一万 l の 2
側愛媛県ま ち づ く り

ま で。

総合セ ン タ ー
T E L  

0 8 9 9  ( 2 5 )  5 5 5 7  

F A X  
0 8 9 9  ( 2 5 )  6 6 8 0  

00 
c、』
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